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阿弥陀仏の第十八願中 「唯 除」の 意義に つ い て の 一 私見

　　　　　　　　　　　　〔附〕親の 在り方

医学博士　藤　岡　 隆　男

　　　　　　　　　　　　　　　第一 章 序　　　　 文

　大無量 寿経 に 、 阿弥陀仏の 四十八 願が説か れ 、 その 中の 所謂第十八願が 、 古来
一

切衆生 、 すな わ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ち か い

ちあ らゆ る人々 を救済す るための 根本の 誓願で あ る と考えられて い る 。

　 　 　 　 た と　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しん ぎ ょ う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お も

　 即 ち、 「設 ヒ 我 仏 ヲ得 ン ニ 、十方 ノ 衆生、心 ヲ至 シ、信楽シ テ、我 が国 二 生 レ ン ト欲ヒ テ 、乃至

十念セ ン、若 シ生 レ ズ バ 、正覚 ヲ取 ラ ジ 。 唯五逆 と誹謗正法 ヲ除 ク 。 」
V
　 との こ文で あ ります 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た だ し い

　而 して 衆生救済の 根本の 誓願で ある こ の 第十八 願に 、 「唯 除五逆 誹謗正法」即 ち 「唯五逆 ト誹謗
ほ うをそ し る

正法 ヲ除ク」とある に つ い て 、曇鷲大師 はその 著 『論註』巻上
2｝ に 、無量寿経 に 、往 生を願 う者 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も ろも ろ 、
皆往生 で き る の に、唯五逆 と正法 を誹謗す る を除く、とあ り、観無量寿経 に 、五 逆 ・十悪諸の 不善

を具せ る者も往生 を得 しめ る、とある が、
一

経 に は 、五逆 と誹謗正法の 二 種の 重罪 を具せ る を以 て

往生 を得 る こ とが な い
。 併 し他 の 経 には 、 十悪 、 五逆の 罪を作る とは あ る が

、 正法 を誹謗 した罪 を

言 っ て い な い
。

こ の 誹謗正法 の 罪 なき故 に往生 を得 るの で あ る 、 と 。 即 ち 、 謗法 の 重罪 を犯せ ば救

わ れ ない の だ とい う。

　仏蔵経巻中、浄法品第六 に も、　「怨み を以て人の 命 を奪 っ て も、ただ一
身を失 うだけで あるが 、

諸仏 を誹謗す る罪は 、 千万億劫 に諸の 衆生 の ため に 大衰悩 を作 し、仏 ・菩薩の 本心 を覆 い 、貪著 ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 えん ぷ だ い

た また熾盛 に して相続不断 となるだ ろう。 若 し こ の者を閻浮提 （こ の娑婆世界）の衆生の中に置 け

ば、三 千大千世界の 衆生 の 命 を奪 うで あろ う。 さればこ の罪 に よ っ て大地獄 に堕ちるの で あ る 。 こ

の 人 は、む しろ 自ら利刀 を以 っ て舌 を切 っ て しま っ て、謗法 の罪を作ら ない 方が まだ ま しで ある ql
　
3，F

と、謗法の 重 い 罪 をい ま しめ て い ます 。

　而 して善導大師は、『観経 疏散善義』下品下生釈に 、四十八 願の 中で 謗法 、 五逆 を除 くとい うの は、

こ の二 業は その 障 りが極重で あ っ て、衆生 が若 し造 るならば直ちに阿鼻地獄に堕ち て 、歴劫周樟し

て出 る べ き縁 、て がか りが な い
。 それで 如来は 、 こ の 二 っ の 罪過 を造 る こ とを恐れ るが故に、方便

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た す け とる

して止 めて 、往生で きない と仰せ られ た の で あ っ て 、攝取 しな い と云 うの で は ない の で あ る 。 ま た

『観経』の 下品 下生の 中に、五逆罪 を犯 した者 を攝取 して 、謗法罪 を犯 した者を除く、と 仰せ ξ、 れ

て あ る の は 、こ の 場合、五 逆罪 はすで に 犯 されて しまつ た とは い え、見捨てて 生死の 苦 しみ に流転

せ しむべ きで は ない の で 、本来 の 大悲を発 さ れ て 、摂取 し て往 生 せ しめ る の で あ る 。 併し謗法 の 罪
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お さ え と ド め る

は未 だ犯 され て い な い の で 、 抑止 して 、若 し謗法罪 を犯せ ば往 生で きない そと仰せ られて い るの で

ある 。 即 ちこ れは未造業に つ い て 抑止 して い る の で 、も し こ の 罪 も犯 さ れ て しま っ た 時に 於て は、

また摂取 して往生 せ しめ るの で ある。併 し こ れ らの 罪 を犯 し た者は 往生 で きて も、
一

つ に は 仏及 び

諸の 聖衆 を見 るこ とがで きない 。二 っ に は正法 を聴 聞す る こ とがで き ない
。 三 つ に は歴事供養す る

こ とが で き ない 。 併 し阿鼻地獄 の 中 に陥ち て 長時永劫 に諸の 苦痛 を受 け る よ りは まだ ま しで は な い

だ ろ うか、
4〕

と云 っ て い る。
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　また 『法事讃』巻 上 には、　「人天善悪皆往生 ヲ得 、 彼 二 到 リテ殊ナ ル コ ト無 シ 。 斉同不退 ナ リ。

何 ノ 意力 然 ル トナラ バ
、 乃 シ弥陀ノ 因地 二 、世饒王仏 ノ所 ニ テ 位 ヲ捨テ 、 家 ヲ出ヅ。 則チ悲智 ノ 心

ヲ起 シテ 、広 ク四十八願 ヲ 弘メ タ マ フ ニ 由テ ナ リ。 仏願 力ヲ以 テ五逆 ト十悪 ト罪滅シ生 ヲ得 シ ム 。

　 せ んだい

謗法闡提 、廻心 ス レ バ 皆往 ク q｝
5）

とあ っ て、廻心 （懴悔）すれ ば皆往生で き、浄土 に到 れば弥陀 の

願力 によ っ て皆同 じさ とりの 身となるこ とが 説 かれて ある 。

　而 して 覚如 は 『口伝鈔』に 、こ の 唯除の 抑止は釈尊の方便で あ り、弥陀の 本願で は ない
6｝

か の 如

く記 して い る 。

　易行院法海
7｝
は、抑止 は実をか くして説く方便説な り 。 実は五逆 謗法 も漏 らさない 本願で はある

が 、 そ の 重罪を造 らせ まい として説い た もの で 、、こ れは 方便で 、方便 は必 ずの ちに真実 を顕す べ き

で ある か ら、観経下下品 で は、真実 を顕 して五逆 の 往生 を説 くの であ る 。 しか るに弥陀の 十八願 に 、

もし方便の 抑止 が あれ ば 、
必 ず別に逆 謗を摂す る本願 をたて て真 実を あ らわ さねばな らない

。 しか

るに四十八 願の 中、 別 に逆 謗摂す る願が ない 。
’弥陀の 抑止とす る時は五逆 謗法の 者 は実に除くこ と

に な り 、 逆謗の者の往生 はで きない こ とに な っ て しま う。
こ の 道理 をも っ て 推察す る時、釈迦 の 抑

止 とす る こ とは 明 白で ある 。 弥陀の悲 願が重罪 を抑止 した ま う意は 同 じ こ とで はあ る が、 こ の 唯除

五逆誹謗正法は不取正覚の後 に出て い るので 、弥陀 の 本願の 抑止で は な く、 釈迦 の 抑止で あ る こ と

が明 白で あ る 。 而 して拾遺古徳伝に 、 弥陀 の 本願 に い わ く、 唯除五逆誹謗正法と云々 とあ り、又 、 和

語燈録 、 登 山状 （拾遺 語燈録巻 中
8）　t 思 われ る が）に 、 念仏 を修せ ん者は余行 をそ しる べ か らず 。 そ

しらば則 ち弥陀の 悲願に背くべ き故 なり。 同二 、七 箇条起請文 も前の登 山状 と同 じ。
こ れ らの 法然

の お 言葉で は抑止 を弥陀の 抑止 とす るよ うにみ える 。 こ れ は散善義に四十八願の中 にただ五 逆 と正

法 を誹謗せ ん もの をば除 い て往生せ ずと云 う言葉に依 っ た もの で 、 こ れ は抑止の文は弥陀の 本願の

中に あ る か ら、文の あ る と こ ろ をさ して 弥陀の 本願 に い わ くと言 っ たもの で、弥陀の 抑止で ある と

い う意味で はない
、 と云 っ て い る 。

　而 して彼 は、覚師の 『口伝鈔』に 「抑止は釈尊の 方便 な り。 真宗の 落居は弥陀の 本願に きわ ま る」

と 、 明 に釈迦 の 方便 と定め て あ り 。 し か れば御相承の 御釈明臼なる こ となれば、今家の末学異求すべ

か らず 、 と云 っ て い るが、真宗 の 安心 は 、 教権の 威圧 に よ っ て なされるもの で あろ うか 。

　口伝鈔 は、親鸞聖人が如信上 入 に対 して 、を りを り物語 られた お言葉 を・覚如上人 が聞 き書 き さ

れた も
’
の であ ろ うが、はた して 「抑止 は釈尊の 方便 なり 。 真宗の 落居は弥陀の 本願 に きわ まる」の

言葉が親鸞 の言葉で あっ た か ど うか 。 また、もし親鸞 の 言葉で あ っ た と し て も、言葉に は相手が あ

るこ とで、こ れ を普遍 の 道理 とし こ れ に固執すべ きもの か どうか に疑問をもっ もの で あ ります 。

　而 して 易行院は、七箇条起請文 に、　「わ れは阿弥陀 をこ そたの みた れ 、 念仏 をこ そ信 じた れ と て 、

諸仏 ・菩薩の悲 願をか ろ しめたて まっ り、　『法 花』、　『般若』等の めで た き経 ど もをわ ろ くお もひ

そ しる事は 、 ゆめ ゆ めあるべ か らず。 よ うつ の ほ とけた ちをそ しり、もろ もろの聖教 を うたが ひ そ

し りた らんずるっ み は 、まつ阿弥陀の 御心 に か なふ まじけれ ば 、 念仏す と も悲願 に もれん事は
一

定

也 ql
　9｝

とある につ い て、彼は、唯除の こ文 を釈尊の 抑止 と決 め なが ら、　「登山状等に弥陀の 悲願 に

背 くべ き故な りと仰せ られ た る は、釈迦 の抑止 は弥陀 の抑止 を伝 へ て説 きた ま う故 に 、余 行 をそ し

るは弥陀 の 悲願 に含む所 を御意 に 由 りて 仰せ られ た る御言 な り。17 乏云 っ て い て 、こ れ は結局、釈

迦 の 抑止 は弥陀の 抑止 を伝 へ て い るの だ と云 っ て い る の で ある 。

　 され ば何故 、
こ の 「唯除」の こ文を釈尊の 抑止 と云 い の がれ よ うとす る の か、私 に は益 々 わ か ら

N 工工
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な くなっ て し ま う。 こ れ は私 の 脳 動脈硬化症の せ い の みで あろ うか 。

　こ こ に 私 は 、謗法 の 重 き咎 となるや も知 れな い こ とを覚悟 の上で 、一
私 見 を述 べ

、 諸賢の ご懇篤

なる ご高兒を仰ぐ次第で あ ります 。

　　　　　　　　 第二 章　五 逆 ・ 謗法に 対する釈尊 、 仏 、 菩薩の 摂取

　 五逆罪 や謗法罪 を犯 した者と い えども弥陀 は摂取す るが、その者の罪 は重 い ので釈迦 が抑止 した

の だと い う。 或 る程
一

切経 に は 、五逆 、謗法の 罪咎の救わ れ ざる重罪で あ る こ とを説 い て ある箇所

は 、 枚挙に い とまがない 。

　大般浬槃経巻九 、如来性品四の 六 には 、　「如来 も亦爾な り。 衆生 を化せ んが為 に、制戒 を示現 す
　 　 　 　 ま　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

らく。 　『応 当に是 の如 く受持 して 、犯す こ と莫か るべ し。五逆罪 を作す と、正法 を誹謗す ると，及

び一闡 提 となり』
IM

とある 。

　 と こ ろが 同経巻 十、一切大衆所問品第五 には 、仏、 純 陀 に 告 げた まは く、 　 「若四重 を犯 し、及

び五逆罪 を （造 り）、正法 を誹謗す る 。 是の 如 き等の 人 を名 けて破戒 と為す。1純陀、また問は く、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い な

　「是の 如 き破 戒は抜済す べ きや 不 や ql 答へ て 言は く、「純陀、因縁 有 るが故 に、則 ち抜済す べ しlIv
とあ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほfさ つ ま か さっ

　而 して同経巻十五 、梵行品 第八 の一 に は、 「菩薩摩訶薩、若 し貪窮の 衆生を見 る こ とを得 ざれ ば
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ど く や

縁 じて 慈を生 ずる無 しeJ
’
と云 い 、また 、 譬へ ば人 有 りて 身に 毒箭を被るが 如 し 。 其の 人の 眷属 は安

穏な臨
めん と欲 し・毒 を除かん 鵬 の 故 に ・即 狼 医に命 じて ・ 為 に 箭を抜 く・ 彼の人 方 に言は

く、 「且 く待 て 、 触る る こ と莫 れ 。 我今当 に観ず べ し 。 是の 如 きの 毒箭は何の方 よ りか来れ る 。 誰

の 射 る所 ぞ q1 また更 に 念 を作さ く、　「是 何 の 木か 、 竹か柳か ql 是の 如 きの癡 人 は 、 意に未だ知るこ
　 　 　 　 　 　 つ い

と能はず し て尋で 便 ち命終せ ん 。 善男子 、菩薩 も亦爾 な り 、 若施 を行ずる時、受者 の持戒、破戒乃至

果報 を分別せ ば 、 終 に施す こ と能 は じ ql
　
IM

と。

　心 まず しき逆謗の 者を見 る こ となしには 菩薩も慈心 を起す こ とは なく、その慈 を施す とき相手の

分 けへ だ て をす る こ とな く、直ちに施す べ き こ とを仰せ られ るので あります 。

　また梵行品 第八 の 六
13｝

には、耆婆が阿閣世 に釈尊の お徳 を述 べ て 、　「譬へ ば
一

人に 七子有 り。 是

の 七子の 中の
一

子、病 に遇 は んに 、 父母の 心平等 ならざる に非 ざれ ども、然 も病子 に 於て 心則 ち偏
へ に重 きが如 し、大王如来 も亦爾な り。 諸の 衆生 に於て 不平等に非ず 。 然 も罪者 に於て 、 心則 ち偏

へ に重 し。 放逸者に於て 、 仏は則 ち慈念を生 じ」 と云 っ て い て 、 こ こ で云 う罪者と は 五逆罪の 如 き

もの 、放逸者 とは無慚無愧 の 謗法の 者 を指 して い る と云 っ て過言で は ない で あ ろう。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ じゃ せ

　また釈尊が 、　「我今当 二 是 ノ王 〔逆悪の 子阿閨世 ）ノ為 二 世 二 住 シ、無量劫 二 至 ル モ 涅槃 二 人 ラ

ザ ル ベ シ el と大衆に 造げ られ 、 迦 葉の 問に答 えて 、　「善男子、我 が言 フ 所 ノ 如キ 、 阿闍世 ノ為 に涅

槃 二 入 ラ ズ トハ 、是 ノ 如 キ ノ密義 ヲ、汝未 ダ解 ス コ ト能 ハ ズ
。 何 ヲ 以 テ ノ 故 二 我 が為 ト言フ ハ ．一

切

凡夫ナ リ 。 阿 閨世 トハ 普 ク
ー

切 ノ 五逆 ヲ造 ル 者 二 及 ブ」と云 い
、 また 「為 トハ 即チ是 仏性 ヲ 見 ザ ル

ノ衆生 ナ リ」と云 い 、また 「阿闍世 ト言フ ハ 名 ケ テ 不生 ト為シ、世 トハ 怨 ト名ク 。 仏性 ヲ生ゼ ザ ル

ヲ以 テ ノ 故二 、則チ煩 1滋ノ 怨生ズ
。 煩悩 ノ怨生 ズ ル ガ 故 二 、仏性 ヲ 見 ズ q1 と い い 、　「是 ノ故 二 我 ハ

、

阿 闍世 ノ為 二 無量 億劫涅槃 二 入 ラ ズ ト云 フ 。］と仰 せ られ て い る
。

　こ こ で 「仏性 ヲ 見 ザ ル 」 と は 謗法 の 者 、　「仏 性 ヲ 生 ゼ ザ ル 」 とは
一

闡提で あ ろ う。

　され ば こ こ で 釈尊が ・ 五 逆 ・謗法・一
闡提の 者 に 、 殊 に あ わ れみ をな して い る こ とが うか が われ
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よ う。

　また涅槃経巻
一

、 寿命品第一の
一

に は 、　「衆 生 を憐憫 し て 、 等 し く
一

子の 如 しej　
14）
とい い 、同経

巻 三涛 命蹠
＿

の ヨ ・ は、 「壌法の 者を羲る こ と 、 等 しうして
一

子 の 如 し」 ．
15
　t あ ・ て 、仏軈

悲 は親 が その
一

子 をあわれむが如 くで 、た とえ五逆 謗法 を犯 す者が あっ て も、

一
子 をあわれむ ご と

く、等 しくあわれ まれ る の で ある と い う。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．＿−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b 　 　　 b

　また巻 四、如来性品 第四の 一 に も、如来 は諸の 衆生 を視 る こ と 、 釈尊 が その
一

子 、 羅喉羅 をみ る

如 くで あ る 。 どうして 世尊 は逆悪の 衆生 を して 地 獄 に入 らしめよ うと望 まれ る こ とがあ りませ ん か、
．

と云 うの か 。 私 は一人でもその 罪の 故 に阿鼻地獄 に墮す る業 をも っ た もの が あ るなら、こ の 人 の た

め に 私は こ の 世 に
一

劫 なが らえ 、 或は減
一劫住 して 済度 しよ う。 私 は衆 生に対 して大慈悲 の 心 を持

。 て い る ． ど うし て
一人子の ように想 。 て ・賭 藩 こて 、

地獄 にや るこ とがで きよ うか 。
　

16｝
と ・

仏陀は大慈悲の 心 をも っ て 、その罪業の 故 に地獄 に堕ちる べ き業 をも っ た者をも摂取 してみ すて ぬ 、

と仰せ られ るの で あ ります 。

　而 して同巻八 、 如来性品第四の 五 恥 こは 、　「如来は実 に憂悲 ・
苦悩無 し 。 而 も衆生 に於て、大慈

悲 を起 し、憂悲有 る を現 じ て 、 諸の 衆生 を視 る こ と羅喉羅 の 如 し 。1 と 。 また、如来は本来清浄無染

で憂悲苦悩 はな い の だ が、 「磐女喇 よ憂悲無 し と言は ば、云何 ぞ能 く
一

切衆生 を利 し、仏法 を弘広

せ ん 。j と。 また 、 如 来 は本来憂患 はない
。　「憂愁有 る 者 を凡 夫人 と名 く。 凡夫 は憂 うるを以 て の 故

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ

に 、如 来 に は 憂無 し」 と も 「如来 は無 量 の 衆 生 の
、 常 に 諸有 の 毒箭に 中て らる ・を愍念 す。是

の 故 に 名け て 如 来に憂有 りと為す」 と仰せ られ るが 、
こ れ は世 間 に隨順 して 憂悲を示現する の で あ

っ て 、　「如来は己に大般涅槃に 入 りた まふ 。 云何 ぞ当に憂悲苦悩有る べ き 。 」 とあ り、本来憂悲苦

悩の ない 如来が、衆生 を利益 され るため に憂悲苦悩 さ れなが ら、 それ を苦 とされ な い こ と を仰せ ら

れ る の で あ り ます 。

　而 も、その 者を救 うため に 、 「それ慈 を修す る者 は能 く貪欲 を断 じ、 悲心 を修 する 者は能 く瞋恚

を断 じ 、 喜心 を修 する者は能 く不楽 を断 じ、 捨心 を修 する者は能 く貪 ・恚 及び衆生 相を断ず。 是 を

以て の 故 に 、 真実 の 思惟 と名 く。 また次 に善男子 、 菩薩摩 訶薩 の 四無量心 は、能 く
一

切諸善の 根本

為 り 。］と、既 に 煩悩 を断 ち、ま た 、
「善男子 、菩薩摩 訶薩 の 布施 を行ずる時、諸の 衆生 に於て 、 慈

心 の 平 等 なる こ と 、 猶 し子想の 如 し。 又施 を行ず る時、諸の 衆生に 於て 、 悲愍心 を起す こ と 、 饕
へ ば父母の 病子 を瞻視す る が如 し 。 施 を行ず る時、其 の心 歓喜 する こ と 、 猶 し父母 の 、 子の 病 の 愈

ゆ るを見 るが如 し。 既 に施すの 後、其の 心 の 放捨す る こ と 、 猶 し父母の 、 子の 長大 して 、 能 く自在

に 活 くるを見 る が如 しeJ とあ っ て 、 衆生 と悲喜を共に さ れるこ と を仰せ られ るの で あります。

　 さ らに 、　「善男子 、慈 とは能 く
一

切衆生の 為 に父母 と作 る。父母 は即 ち慈、慈 は即 ち如来な り。

善男子、慈 とは乃 ち是不 可 思議、諸仏 の 境界なり、不可思議 、諸仏の 境界は即 ち是慈 なり。 当に知

るべ し、慈 とは即 ち是 如来な り。 善男子 、 慈 と は 皀卩ち是衆生 の 仏性 なり。 是 の 如 きの 仏性は 、 久 し

く煩悩 に覆蔽せ らる 。 故 に衆生 をして覩見 す る こ と を得 ざ ら しむd とあ り、慈 と はあらゆ る人 々 の

父 母の ご と く、 は か り知 る こ との で きない 諸仏 如来の 境 界で あ り、
「
それが その ま ・衆生の 仏性 で あ

りなが ら、その 煩悩 の ため に見 失 っ て い る の だ 、 と い う。

、ま た巻十六 、 梵行品第八 の 二
IS

に は 、 慈 の 抜苦 を説 き 、 そ れ は仏の 持つ 神通 によ り自然 に 受 くる

衆生の 楽で あ る と い う。 そ して 「譬 へ ば父母 の 、子 の 安穏 を見 て 、心大 い に 歓喜す るが如 く」 、極

愛一子地 に住 す る菩薩は 「衆 生を視 る こ と、一
子 に 同 じ。 善 を修す る者 を見 て 大歓喜 を生 ずe］と 。
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阿弥陀仏 の 第十 八願中 「唯除」の 意義 につ い て の
一

私見 〔附〕親 の 在 り方

また 「譬へ ば父 母の 、子礁 漣 ふ 観 て 、
，b に苦悩 を生 じ、之 を愍 み て 聴 し、扮てreeeする こ

と無 き が如 し。j菩薩 の 是 の 地 に住 す るも同様で 「諸の衆生の 煩悩の 病 に纏切せ らる ・を見て 、心 に

愁悩 を生 じ、憂念す る こ と子 の 如 く、身の 諸の 毛孔 よ り血 皆流出す 。」とあり、極愛
一

子地 に住す る

菩薩 は衆生 と悲喜 を共 に す る と い う。 さ れ ば 「人 の 小 さ き時、土塊 ・糞穢 、 瓦石 ・枯骨 ・木枝

を拾 い 取 りて 口 中に置 くに
、 父母見己 りて 、其の 患を為さんこ とを恐れて 、左手 に頭 を捉へ 、右 手

　 と

に桃 り出すが如 しcl 菩薩 も同様で 、　「諸の 衆生 の 、法 身未 だ増せず、或 は身口 意の 業の 不善 を行ず

る を見 、 菩薩見 已 りて、則 ち智手を以 て 之 を抜 きて出で し め 、彼 をして 生死に 流転 して諸の苦悩 を

受 け しむ る こ とを欲せ ず 。1と。 即 ち、 あや ま ち が あ っ た ら直 ち に それ よ り救 い 、現 在の 罪の根 を抜

い て 、将来 に その 苦悩を受 け させ まい とす る の で ある 。

　然 るに 「譬 へ ば父母所愛の 子 の 、捨て
・終 亡す れば 、 父母愁悩 して

、 命 をと もに せ ん と願 うが如

く、菩薩 も亦爾 なり 。

一
闡提の地獄 に堕する を見て、亦 ともに地獄の 中に 生ぜ ん と願 う。 何 を以 て

の故 に、是の 一闡提 に して 、 もし受苦の 時 、 或 は
一念の 改悔の 心 を生ぜ ば 、 我即 ち当に為に種々 の

法 を説き、彼 をして
一

念 の善根 を生ずるこ とを得 しむ べ し」 と 、 求め られ ざる前に衆生 の 堕 ちゆ く

とこ ろに応 じて そこ に 現 われ、決 して見捨て る こ とな く、正法 に帰せ しめん とす る。 私 は こ ・ に摂

取不捨の 悲願 をお もうの で あ ります 。

　而 して 「譬へ ば父母 に唯一
子 有 り、其子の 目郵 菩に、行住坐臥 に、心 に常 に之 を念 じ 、 若罪咎有れ

　 　 　 　 ゆ　ゆ

ば、善言誘喩 して 、其 に 悪を加 へ ざ るが如 し。菩 薩摩訶薩 もまた是の 如 し、諸の 衆生 の 、若地 獄 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す ぺ

畜生 ・餓鬼或は人天 中に 堕 し、善悪 を造作 す る を見 て 、心 に常 に之 を念 じて、初 て放捨せ ず 。 もし
　 　 　 　 　 　 　 　 　 い か り

諸悪 を行ずる も、終に 瞋 を生 じて、悪 を以て之 に 加へ ず」 と 。 菩薩もい つ も衆生 を念 じて 、逆 悪 を

な し て もい か りをも っ て 罰を与 えな い と い う。

　 また 「善男子、た と い 十住の 諸の 菩薩等をし て 、四 重禁を犯 し、一闡提 と作 り、正法を誹謗せ し

む と も、如来 は終 に 諸の 衆生 の 為に煩 悩の 因縁を作さ じ 。 善男子 、た とい
一切 の 無量 の 衆生 をして、

仏性 を衷滅せ しめ、如来究意じて般涅槃 に 入 る とも、如来は終 に 諸の 衆生 の 為 に煩悩の 因縁 を作さ

じ。 善男子 、如来は真実 に 能 く衆生 の 為に煩悩 を断除 し 、 終 に為 に 煩悩の 因を作 さ ざるな り。］と あ

っ て 、如来ば真実 に能 く衆生の ために煩悩 を断除 して い るが ゆえに衆生 が如何 なる こ とを して も決

して 煩悩 をお こ すこ とは ない と い う。

　 而 して巻二 十六 、光明遍照 高貴徳王菩薩品第十 の 六 に は、善男子、譬 へ ば父母 に た “
t一

子有 り て 、

之 を愛す るこ と甚重 なる如 し。 好衣裳 、 上妙の 甘膳 を以 て、時 に 随い て将 養 して乏 しき所無か らし

む 。 其の 子 若 し是 の 父母 の所に於て 、軽慢心 を起 して悪 口罵辱す とも、父母愛す るが故に 瞋恨 を生

ぜず 。 亦我れ 「是 の兒 に衣服、飲 食 を与 う」 と念 言せず 。 菩薩摩訶薩も亦復是の 如 く、諸の衆生 を

視 る こ と猶 し
一

子 の 如 し 。 若 し子病 に 遇は ば、父母 も亦病 まん が為 に、医薬 を求め て 勤め て 之を療
　 　 　 　 　 　 　 しか

治す 。 菩薩 も亦爾な り。 諸の 衆生 の 煩悩の 病 に遇 うを見 て 、愛念心 を生 じて 、為 に法 を説 く。 法 を

聞 くを以て の 故 に、諸の 煩悩 断ず 。 煩 悩断 じ已 る に 、終 に 「我衆生 の 為 に 諸の煩悩 を断ず」 と念言

せ ず。 若 し此の 念 を生ぜ ば、終 に 尚耨多蘿…鑽讐響窺を成ずる こ とを得 じ。

亘9乏 あっ て、菩薩の慈

心 が 、純粋 な親心 が それ を意
’
識せ ず、また勿 論 その 子 か ら報酬 を求 めな い 愛で ある よ うに 、衆生 を

救済 して も、それ を意識 するような こ とはない とい う。

　 また巻二 十七 、師子吼菩薩品第十の
一　20）

に は 、如来 は 全 く衆生の た め に 慈の 神通 をお こ さ れ る の

で あ っ て 、全 く利養の ためで ない 、と説か れ、巻二 十八 に は、 「菩薩は諸の 悪衆生 の 為 に傷 害せ ら
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る と雖 も、 恚碍 を生せ ず」
2n

と。

　 また巻三十二 に は、　「衆生 常に 安楽 を得ん と欲すれ ども 、 安楽の 因を修す る を知 らず 。 如来能 く

教 へ て修習せ しむ る、猶 し慈父の
一

子 を愛す るが如 し。 仏衆生 の 煩悩の 患を見た ま い
、 心苦 しむこ

と母 の 病子 を念 うが如 し 。 常に病 を離 るる諸の 方便 を忠い た ま う。 是の 故に 此の 身他 に繋属す 。

一

切衆生は諸苦 を行 じ、其 の 心顛倒 し て 以 て楽 と為す 。 如 来は真の 苦楽 を演説 した ま う。 是 の 故に称

号 して大悲と為す eJ　
22〕

と 。 諸仏如来は 衆生の煩悩に 苦 しむ をみ て悲憫離れ る こ とが で きず 、 真実永

遠 の 安楽に 至 る道 を説か れ るの で大悲 と称する の だ と い う。

　 また巻三 十八 に は 、　「先 に已に煩悩 の過 を了知 し、示 現 して 之 に処 して衆 生の為 に す 。 久 し く世
　 　 　 　 　 　 　 　 ね が

問 に 於 て解脱 を得 、 楽 うて 生死 に処 するは慈悲の故 な り。 天 身及び人身 を現ず と雖 も、慈悲の 随逐
　 　 　 　 こ う し

する こ と犢子の 如 し。 如来は皀卩ち是れ衆 生の 母 な り。 慈心 は皀卩ち是れ小犢子 なり。 自 ら衆苦を受 け

て衆生 を念 じ、 悲念する時心悔没 せ ず、 憐愍の 心盛 に して苦 を覚 えず、故に我抜苦者 を稽首す 。 如

来 は無量の 福 を作す と雖 も、 身口 意業恒 に 清浄 な り 。 常に衆生 の 為に して 己が為に せ ず 。 是の故 に

我清浄業 を礼す 。 如来 は苦 を受 けて苦 を覚らず、衆生 の 受苦 を見 るこ とoが苦の如 し。 衆生 の 為 に

地獄 に処 す と雖 も、苦想及 び悔心 を生 ぜず 。

一一・・切衆生 の 異苦 を受 くるは、悉 く是れ如来一人の 苦な

り 。 覚 り已 り て 其の 心転 た堅 固なり。故に能 く無 上道 を勤修 す 。 仏は一味の 大慈心 を具 し 、 衆生 を

悲念する こ と子想の 如 し。 衆生 は仏の能 く救い た ま うを知 らず。故 に如来及 び法僧 を謗 る 。 世間 は

衆 の 煩悩 を具 し、亦無量 の 諸の過悪有 りと雖 も、是 の 如 き衆結及 び罪過 は、仏初発心 に 己に 能 く壊

す 。ll　23）
とあ っ て 、如 来は慈心 の ゆ えに 、衆 生の 苦を如来

一
人 の苦 と受 け て それ を苦ともされず、 憐

愍 の 心 さか ん に して 、衆生 の 苦 を抜 き 、 はか り知 れ な い 福徳 を与 えな が ら、 身 口 意 の 三業 つ ねに変

る こ とな く清浄 で、衆生の た め地獄 に住 まる こ とが あ っ て も苦 と しな い ど こ ろか悔 い る こ とさえな

い 。 然 る に 衆生は そ の 仏 の み 心 が能 く救 い た ま うこ とを知 らな い か ら謗法の 罪 をつ くる の だ 。 しか

しそれ す ら如来 は、すで に発心 の時、そ の 煩悩や罪 を許 され て い たの だ とい うの で あ ります。

　以 上 、 逆謗の 者を摂取 し て捨 て たまわぬ 、永遠 に して真実 なる釈尊 、 諸仏 如 来 、 諸菩薩の 慈悲 が

説か れ て あるの で あ ります 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ モ ン

　而 して 『玄義分』序題門 には 、　r仰 イデ 准ミ レ バ 釈迦 ハ 此 ノ方 ヨ リ発遣 シ 、 弥陀ハ 即 チ彼 ノ国 ヨ

　 　 　 　 カ シ コ　　　　　　　　　　　　ツ カ　　　　　　　　　　　ユ

リ来迎 ス
。 彼 二 喚 ビ 、 此 二 遣ハ ス 。 豈 二 去 カ ザル ベ ケ ン ヤ 。］

24
乏 あ り 、 また 『定善義』 に は 、 「正

シ ク娑婆 ノ化主、物 ノ為 ノ故 二 想 ヲ西方 二 住 セ シ メ
、 安楽 ノ慈尊、情 ヲ知 ル ガ故 二 則 チ 東域 二 影臨

汐 マ フ ・ トヲ 明 カ ス ． 斯 レ及チニ 尊ノ罫轟二 異 丿レ 。 ト無 シ ． 齟 、隱顕殊有 リ ． 正 シ ク器朴噸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 エイショウ

万差 ナ ル ニ 由ツ テ 互 二 郢匠為 ラ シ ム ル コ トヲ致 ス c］
25｝

とある 。

　 こ れ は釈迦 ・弥陀二 尊が ま っ た く一致す る と い う旨趣 をしめ され た もの と い うこ とが で きる 。

　 しか もそ の 二 尊
一

致の 妙趣 を中国の い わゆ る 『荘子 』の 故事 に なら っ て 説明 して い る 。 即 ち、む

か し中国 に郢人 と匠石 とい う親友が い た 。 ある時郢人 の 鼻の 先 に蝿 が と ま っ た ほ ど の 泥が つ い て 非

常に お か しか っ た の で 、友人 の 匠石 は斧 をふ り お ろ し て
一瞬 の うちに そ の 泥 をと りの ぞ い た。そ の

匠石の 早業 は 、郢 人の 鼻 に少 しの 傷 もあ た えず、 しか も それ が の ぞかれ るの を、本人 は少 しも知 ら

なか っ た ほ どで あ っ た と い う。 その 後、こ の こ と を聞 い た宋 の 元 君 が、匠石 をよび、も う
一

度 そ の

妙技 を演ず る よ うに命 じ たが、匠石 は、自分は あ の 時は何 の 造作 もな くそ の 技 をや っ たが、い まは

相手の 郢が死 ん で し ま っ て い ない の で 、それ を演 ずる こ．とは で き な い 、と答えた と い う故事 に よ っ

た もの で ある 。

as）
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　され ば抑止 と摂取 を諸仏如来 （釈尊 を含む ） ・諸菩薩 と弥陀 とに区別 し、固定 して考え るべ きも

の で あ ろ うか 。

　　　　　　　　　　　　　　　第三 章　仏 ・菩薩の驫語

　涅槃 経巻第二 十、梵行品 第八 の 六
13）

に、　「諸仏 は常に軟語 もて 　衆の 為の 故 に驫 を説きた まふ

轟語 も及び軟 語 も皆第
一
義に帰 す」 とあ り、諸仏 は常に 軟語 、すなわ ち、や さ しくい たわ りの 言葉

で 衆生 をお導び き に なるが、時 に は衆生 を正法 に安住 せ しめ んがた め に驫語、即 ちあ らあ ら しい 言

葉 でお 導び き下 さ る。併 し驫 語も軟語 もみ な真実 か ら出た お言葉で ある、と云 われ る の で あ り ます 。

　また梵行品 第八 の 二
IS〕

に は 、 菩薩は正法 を護 るため に は、大乗経典 すなわ ち正法 を誹謗す る 者が

あ れば鞭撻 し、苦痛を与 え て 、即 ち罪 を与 えて ・
”
もこ の 者の 誤 りを正すの で あ る

。 また時 に はそ の

命 を奪 っ て ・
“
も過去の 過 ちを改 め さ せ 、善法 を遵守修行せ しめ ん とする の で ある 、 命終 の 後、阿鼻

地獄 に陥ちた 時、す な わ ち方等大乗経典 の 正 法な る を誹謗 し 、 信ぜ ざる に よ っ て 罪を受け て こ こ に

来生 した こ とを自ら知 り、正法 を信奉恭敬す る心 を起せ ば、甘露鼓如来の世 界 に生れ る こ とが で き 、

寿命十劫 を得 しめ るの で あ る 。 され ば決 して た “ 罰 した り 、 罰の ため に殺 すの で は な くて、反省 を

求め 、救 わん がため に罰す る の で あ っ て 、それ は親 が
一

人子 を極愛するが故 に、時に罰 して 反省 を

求 め るの と同 じで ある と い う。

　 また諸仏世尊の お 言葉 は、我 々 の 心 で はか っ て は い け な い
。 時 に応 じ真実の 言葉 を以 っ て語 られ、

世 問 の 人に した しまれ る が、時宜 を得 ず理 に か なわ な い で世問の 人の 利益 に ならな い よ うな言葉 を

決 して説 か れ な V  また あ らあらし く、虚妄 で、時宜 を得 ず、理 にか なわ ない で 、 世間 に した ［v ま

れず、また それ らの 人々 の た め に ならない よ うな言葉 を説 か な い
。 併 し若 しまた驫砿 、す なわ ち、

あ らあ らし い 言葉で あ っ たとして も、　「真実 に して 虚 な らず 。 是 の 時是 の 法、能 く
一

切衆生 の 利 益
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か な ら

を為すは、聞 きて悦 ばず と雖 も、我要ず之を説 く。］と仰せ られ 、それは諸仏、如来は方便 を知 っ て

い る か らだ、と い うQ

　され ば 「善男子、我一時、彼の 砿野 の 聚落 の 叢樹に遊 び て 、其の 林下に 在 る が 如 し 、

一
つ の 鬼神

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む ら

有 り、即 ち拡野 と名 く。純 ら肉血 を食 し、多 く衆生 を殺す 。 復其 の 豪に於 て 、日に
一

人 を食す 。 善

男子、我 その 時に於て 、 彼の 鬼神の た め に、広 く法 要 を説 く。 然 る に 彼、暴悪 ・愚癡 ・無智 に して 、

教法 を受 けず。 我即 ち身 を化 して 大力鬼 とな り、其の 宮殿 を動じて、所 に 安んぜ ざ らしむ 。 彼 の 鬼、

時に 其 の 眷属 を将 い て其の 宮殿 を出で 、 来 りて距 て逆 はん と欲す 。 鬼我 を見 る時、即 ち心 念 を失ふ 。

惶怖 して 地 に 躄れ、迷悶断絶 して 、猶 し死人の 如 し。我慈愍 を以 て手 もて 其身を摩すれ ば 、 即 ち還

っ て 起坐 して 、 是 の 如 きの 言 を作 さ く、　『快 い 哉 、 今 日還 っ て 身命 を得 た り。 是 の 大神王 は、大威
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね ん ぐ　 　 ゆ る

徳 を具 し 、 慈愍 の 心有 りて 、我が懲咎 を赦 した ま う。1 師 ち我 が所 に於て 、 善信 心 を生ず 。 我即 ち如

来 の 身 を還復 して、復更 に為に種 々 の 法要 を説 き、彼の 鬼神 を して 不殺戒 を受 け しむ 。 善男子 、如

来 は衆生 を調伏せ ん と欲するが為の 故に 、 是の 如 き種々 の 方便 を示 す 。 故に彼 をして怖畏 を生ぜ し

む る に 非 ざ る なり。 善男子 、 我は亦木 を以 て、護法鬼 を打て り。 又
一

時 に於て 、一
つ の 山 上 に 在 り、

羊頭魅 推 し て、山下 に堕せ しめ た り ． 讎 寸頭 に於て 護 癬 蒐鹸 ち護 財象 をして 、獅 子 を

見 せ しめ 、金剛神 をして 、 薩遮尼健 を怖 れ しめ 、亦針 を以 て 箭毛鬼の 身 を剌せ り 。 是 の 如 き を作 す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た

tt
ち に

と雖 も、亦彼の 諸 の 鬼神等 を して 、 滅没 する者有 ら しめず 。 直彼 をし て 正法 に 安住 せ しめ ん と欲す 。

故 に 是の 如 き の 種 々 の 方 便 を示す なり 。］とある 。 こ ・で云 う方便 とは神通の こ と で あ り、時 に きび
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し く罰 し、神通 を以 て お それ を抱か す の も 、 すべ て は衆 生 を慈愍 し 、 その 者 をして 、 正法 に安住せ

しめんが ためで ある とお説 き に な っ て い るの で あ る。

　而 して 、 阿毘達磨倶舎論巻十六 、 分別業品第四の 四に は、　 「若 し染心 （染汚の 心） を以て非愛 の

語 を発 し他 を毀砦 する ときは、麁悪語 と名 く。］
2n

と云 い
、 阿毘達磨大毘婆沙論巻第百十六

2S）
に は 、

麁悪語 に三種類 あ っ て 、貪欲 の心 か ら 「名利 を以 っ て 他の 有情 を、 若 し くは己の ため に 、若 しくは

他 の た め に罵詈 し毀辱 するが 如 し」 と 。 また瞋恚の 心 で 「他 に 於 て損悩 心 ・怨嫌 ・
悪音楽心有 りて

便 ち彼れ或は彼 れの親友 を、若 し くは己 のた め に、若 くは他 の ため に罵辱す るが如 し」 と 。 また愚

癡 の心 か ら生ずる もの で 、　 「天性甚 だ卒暴 に して 多 く麁悪語 をなすに 、彼 の 諸の 弟子 は以 っ て善妙

なりとな し、皆、麁語 を習 うが如」 きもの とが ある、と云 う。 こ れを以て み る に、仏 ・菩薩 に は、

時に麁語が あると云 うが、全 く煩悩 を断 じて お り、衆生 を して 正法 に 安住せ しめんがため の もの で

あり、制戒 さ る べ き所謂麁悪語で は な くて 、 「お叱 り」 と受 け とらして い ただ くべ きもの で はなか

ろ うか 。

　　　　　　　　　　　 第四章　弥陀の 十八願文 に関する考察

　　　　　　　　　　　　　第
一

節　至心 、信楽、欲生 と乃 至十念

　親鸞聖人 は その 著 『教行信證』教巻 に 、 大無量 寿経 の 「如 来 、 無蓋 ノ大悲 ヲ モ テ 三 界 ヲ矜哀 シ タ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す く

マ フ 。 世 二 出興 ス ル所以 ハ 道教 ヲ光闡 シ テ群萌 ヲ 拯 ヒ 、恵 ム ニ 真実 ノ利 ヲ モ テ セ ム ト欲 シテナ リ ．］　
291

とあ る を引用 、 弥陀如 来は広 大無辺の慈悲 を以 て 、 迷界の あ らゆ る衆生 を慈愍 され 、 こ の 世に現 わ

れ た の で あるが 、それは 自力聖道の 教 えをも っ て して は救 われる こ とがで きない こ と を示 され て 、

一
切 の 衆生 を救 わ んと して、南 無阿弥陀仏の名号 を恵 まれ た こ と を明 らか に して下された。

　而 して 信巻 には 、　 「設我得仏 十方衆生至 心信楽欲生我 国乃 至十念若不 生者不取正覚唯除五 逆誹謗

正法」 、即 ち、た と い 我れ仏 を得 ん に 、十方の衆生 が 、至心 、信楽 、欲 生我国の 三心 を具足 し 、 乃

至十念 して 、もし生れ る こ とがなけれ ば、我れ も正覚 を取 らじ 。 唯五逆 と誹謗正法の もの を除 く、

とある第十八願 文をご引用 に な っ て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あらゆる

　また本願成就の文 を引用 さ れ 、　『大経』 に 「諸有衆生其 ノ名号 ヲ聞キ テ信心 歓喜セ ム コ ト、 乃 至

一念 セ ム
。 至心 二 回向セ シ メ タ マ ヘ リ。 彼国 二 生 ト願 ゼ バ

、 即往生 ヲ 得 、不退転 二 住 セ ム 。 唯五逆

ト誹謗正法 トオバ 除 ク」
30乏 ある を、 『無量寿如来会』

30
切 文 と比較 し 、 正依の 『大経』 に は 「乃

至
一

念」 とだ け あ っ て 、 称名の
一

念 ともみ られ る の で あ るが 、聖人は わ ざわ ざ異訳の 『如来会』 の

文 を引用 されて 、その 箇所 が 「
一

念浄信」 と な っ て い る こ とを指滴 し、 こ の 「浄信」 、清浄の 信 心

は凡 夫 の迷妄汚 濁の 心 か らい ずる筈 は な く、 まっ た く如 来の 清浄心 で あ る こ とを明 らか に して下 さ

っ た もの で あ ろ う。

　また 『散善義』の 文を引用 して、　「経 二 云 ク 。

一者至誠心 。 至ハ 真 ナ リ 、 誠ハ 実 ナ リ、一
切衆生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も ち 　　 　 　　 　 あ か さ 　　 お も

ノ身口 意業ノ所修 ノ解行、必 ズ真実心 ノ中二 作 シ タ マ ヘ ル ヲ 須ヰ ル コ トヲ 明 ム ト欲 フ 。 外 二 賢善精
　 　 　 げ んず る 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 や

進 ノ相 ヲ 現 コ トヲ得ザ レ
、 内二 虚仮ヲ懐 イテ、貪瞋邪偽、奸詐百端 ニ シ テ 、 悪性侵 メ 難 シ、事蛇蝎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な づ け

二 同 ジ 。 三 業ヲ 起 ス トイ ヘ ドモ 名 テ雑毒 ノ 善 ト為 ス 、亦虚仮 ノ行 ト名 ク 、 真実 ノ業 トナ ヅ ケザ ル ナ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も と

リ 。 若此 ノ 如 キ安心起 行 ヲ作 ス 者ノ 丶 タ トヒ身心ヲ 苦励 シ テ 、 日夜 十二 時 二
、 急 二 走 メ 急 二 作 シ テ

頭燃 痩 。 ガ如 ク 。 賭 ハ 、菓テ溝 ・ 斟 名 ・ ． 此 ・糠 ・行 ヲ 回 シ テ彼 ・ 仏 ・1争土 二 糴 ト欲

ス ル 者ハ 、此 レ 必 ズ 不 可 ナ リ 。 何 ヲ以 ノ 故 二 、正 シ ク彼 ノ阿弥陀仏因 中 二 菩薩 ノ行 ヲ行 ジタ マ フ シ
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時、及 至一
念
一

刹那 モ
、 三 業 ノ 所修皆是 眞実心 ノ中 二 作 シ タ マ ヒ シニ 由テ ナ リ ト。 凡 ソ 施 シ タ マ フ

　トコ ロ 趣求ヲ ナ ス
、 亦皆眞実 ナ リ。］ とあ り、 こ の

一
部 は　「慰 証 匝 3嘸覇娵ロ 髄無痊蠱贐に

厂

　
’
K 　ぜ n −［−

お 　　　　　IL　K 　　　　　　　　　：；　　　　 11 　：：　　　　　　　　　　　　 い　　　zL へ n −Las 　 い

麹黶
テ

岻 蝋脅丹 華r
°

k 甑 一孟醒、1 臨櫛翼蝦 へ1黷 1 長 肇廿 魑尊 「 と読む べ きと こ ろを、聖人 は

か く続んで 、 貪瞋邪偽 、 奸詐百端に して悪性や めがた く 、 内心虚仮 なる身で あ りなが ら、 外面だ け

賢善精進の 相 をあ らわ して も、それに よ っ て救われ る筈 は な く、その衆生 の 本来の相 をよ く知 う しめ

して の 弥陀の 輿実大悲に よ っ て の み救わ れるこ とを諭 され る の で あ ります 。

　 　 　 　 　 　 31）

　 また六要鈔　　　　　　　 には 「凡所施為趣求亦皆 奠実」すなわ ち 「凡 ソ施 シ タ マ フ トコ ロ 趣求 ヲ ナ ス
、 亦皆

眞実 ナ リ」とあ る に つ い て、所施 は弥陀の 廻 向、為趣求 は衆 生願生 の信心、と して 、弥陀の 藁実 を
　 　 　 　 　 あ た え

悉く衆 生に廻施下 され 、それが衆生 の 上 に あ らわ れて、衆生 にも、浄土 に生れ た い と い う眞実 な る

願生の 思 い が お こ るの だ、と註釈 して あ ります。

　 また弥陀は 、　「
一

切 ノ群生海、無始 ヨ リ コ ノ カ タ、乃 至今 日今時二 至 マ デ 、 穢悪汚染 ニ シテ清浄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30｝

ノ 心無 シ、虚仮諂偽 ニ シテ 眞実 ノ 心無」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き衆生 の 相を悲憫 し
、

か ・ る 「群生 ヲ荷負 シテ之 ヲ 重擔

トナ シ」
D

た ま い 、 「如来一
切 苦惱 ノ 衆生海ヲ悲憫シ テ 、 不可思議兆載永劫 二 於 テ、菩薩ノ行 ヲ 行

ジタマ フ シ時、三業 ノ所修
一

念
一

刹那モ 、清浄ナ ラザ ル コ トナシ 、 眞bナ ラザ ル コ トナ シ 。 如 来清

浄 ノ 眞心 ヲ 以 テ 、 円融无碍不可 思議不可称不可説 ノ 至徳 ヲ成就 シ タマ ヘ リ。 如来 ノ至心 ヲ以テ 、諸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す な h ち

有 ノ
ー

切煩惱悪業邪智ノ群生海 二 回施 シ タ マ ヘ リ．。 則是利他 ノ真心 ヲ彰ス 、故 二 、疑 蓋雑ル コ トナ シ 。

斯 ノ 至心 ハ 則是 至徳 ノ尊号 ヲ其 ノ 体 ト為セ ル ナ リ c］SO）と。

　 その 変らざる至心 を以 っ て名号 を成就 し、 あ らゆる煩 惱悪業邪智の衆生 に回施 した ま うの で あ り、

そ こ に は 、 如 何なる衆生 も救 わるべ きこ と を信 じて疑 わ れない 利他の 眞実、至心 があるの で あ りま

す 。

　　「次 二 信楽 ト言 フ ハ 則チ是 レ如 来 ノ満足大悲円融無碍 ノ信心海ナ リ。是 ノ故 二 疑蓋間雑有 ル コ ト

ナ シ ． 故 二 髞 ト名・ 。 即利他 回向 ・ 至・障 以 テ信楽 ・体 ト・ ル ナ リ。」
鋤

と．信楽とは 瀕 惱 と菩

提 との 一体 なるを証 し、 よ く悪 を転 じて善 となすは た ら きを満足 せ られたる仏の 大慈悲心 が印現 し

た る衆生の信心 で あ っ て 、 す なわ ち如来の施 した ま う至心 （その体名号 ）、衆生の 心 中に入 り て衆
生の 至心 となる 。 こ れが信楽 の 相で ある 。

　　「然 二 無始ヨ リコ ノ カ タ、一
切群生海、無 明海 二 流転 シ、諸有輪 二 沈迷 シ、衆苦輪二 繋縛セ ラ レ

、

清浄 ノ信楽 ナシ 。 是 ヲ以 テ無上功徳 値遇 シガ タク 、 最勝 ノ浄信獲得 シ難 シ。

一切凡小一
切 時 ノ 中二 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ら

貪愛 ノ

鮮
二 能 ク翫 ヲ汚 シ・囎 ・ ・C・常二 能ク法財 ヲ焼 ク ・ 急篇 修 シ テ頭 燃 ヲ 炙 ・ 跏 ・ ス

レ ドモ 衆テ雑毒雑修 ノ善 ト名 ク 。 亦虚仮詔偽 ノ行 ト名ク 。 眞実 ノ業 卜名ケザ ル ナ リ 。 此 ノ虚仮雑毒

ノ善 ヲ以 テ 无量光 明土 二 生 ト欲 ス ル 、此必 ズ不 可 ナ リ ・J3e）と、衆生本来 の 相 を明 らかに して、その

虚仮雑毒の 善 を以 て浄土往生 を願 っ て も不 可能 なる を明 らか に し、 その 者の 救 われ る こ とは 、　「正
シ ク 如 来菩薩 ノ 行 ヲ 行 ジ タ マ フ シ時 、三 業 ノ 所修 乃 至

一
念一刹那 モ 、 疑 蓋雑 ル コ トナ キ ニ 由

」 る 。 即 ち、衆生 の 必 ず救わるべ きこ とを確信 して 一念一刹那 も疑 をま じえざ るの み心 によ る こ とを

明 ら か に し、こ の み心 が衆生 に到 り届 い て そ の 信心 とな り、こ れ が 報土 に生 れる正因の 信心 と なる

こ とを明 らか に して下 された
。 即 ち、 「斯 ノ 心 ハ 即チ如 来 ノ 大悲心 ナ ル ガ故 二 、必ズ報土 ノ 正定 ノ

．因 トナ ル 。如 来苦 惱ノ群生海 ヲ悲憐 シテ、無碍 広大ノ 浄信 ヲ 以 テ 諸有海 二 回施 シ タ マ ヘ リ 。 是ヲ 利

他 眞実 ノ信心 ト名ク 。」 と。

　 「次 二 欲生 トイフ ハ 則 チ是 レ 如来諸有 ノ群生 ヲ招喚 シ タ マ フ ノ勅 命ナ リ 。 即チ 眞実 ノ信楽 ヲ以 テ
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欲生 ノ体 トス ル ナ リcl されば、ま こ と に こ れ は大乗 ・小乗、凡夫やこ の 世の 聖者、定善、散善 の も

の の 、わが心 よ り発起 した往生浄土 の 志願に非ず。 　「故 二 不回向 ト名ル ナ リ」 と 。 　「然ル ニ 微塵 界

ノ有情、煩悩海 二 流転 シ 、 生 死海 に溺没 シ テ」真実 の往生浄土の志 もな く、清浄 な往生浄土 の．願 も

な い
。 「是 ノ故 二 如 来

一
切苦悩 ノ 群 生海 ヲ矜哀 シ テ 、菩薩 ノ行ヲ行 ジタマ イシ時、三 業ノ所修、乃

至
一

念
一
刹那 モ 、回向 ノ 心 ヲ首 トシ テ 大悲心 ヲ成就ス ル コ トヲ得 タマ ヘ ル が故 二

。 利他真実 ノ欲生

心 ヲ 以テ 、 諸有海二 廻施 シ タ マ ヘ リ 。」されば衆生領受 の 欲生の 心、すべ て こ れ仏の廻 向心で あ り、

こ れ全 く仏の 大悲心 なるが故 に
、 疑蓋 ま じわ らざる なり。・

　 　 　 　 　 ま こ

　されば、　「信 トニ 知 ヌ 、 至心 ・信楽 ・欲生、其 ノ言ハ 異ナ リ ト雖モ 其 ノ 意 コ レーナ リ。 何 ヲ以 ノ

故 二 、三 心 已 二 疑蓋雑 ル コ トナ シ 。 故 二 真実 ノ
ー

心 ナ リ。 是 ヲ金剛 ノ真心 ト名ク 、金剛 ノ真心是 ヲ

真実 ノ信心 ト名 ク 。 真実 ノ信心 ハ 必 ズ 名号 ヲ具ス Dl と、三 心 は
一

信楽に帰結す る こ とをお示 し下 さ

り、仏 の真実 を領受 して疑 い な き真実の 心 、 それは全 く仏 よ り廻向の 真実信心 で あ り、その 至 心 の

体は南無阿弥陀仏の 名号で あり、真実 の信心は必 ず こ の 南無阿弥陀仏 を具現 する と い うの で あ る 。

　されば名号 は その 内容 ど して の 至心 ・信楽 ・欲生の 三心 を含み つ
・
衆生 に廻向成 就さ れ 、 衆生の

信心 に具現 されるの で あ ります 。

　而 して 信心 の 具現で あ る称名は、智栄に よると、　「称仏六字 、 即嘆仏 、 即 懺悔 、即発願廻向、
一

切善根荘厳浄土 eJ　
32）

な りと い い 、親鸞の 註釈によると、　「『称仏六 字』 と い ふ は南無阿弥陀仏 の 六

字を となふ る とな り。 　『皀卩嘆仏』 と い ふ は 、す なわち南無阿弥陀仏 をとなふ るは仏 をほめ たて まつ

るに なる と也、また 『皀卩懺悔』と い ふ は 、 南無阿弥陀仏 をとなふ るは、すなわ ち無始よ り こ の かた

の 罪業 を懺悔す る に なるとまふ す也 。 『皀卩発願廻 向』 と い ふ は、南無 阿弥陀仏 をとなふ るは、す な

わ ち安楽浄土 に往生せ む とお もふ に なる也、また
一

切衆 生 に こ の 功徳 をあたふ る に なると也 。 　『
一・

切 善根荘厳浄土』 とい ふ は 、 阿弥陀仏 の三字に
一切善根 をお き

．toた まへ る ゆ へ に 、名号 をとなふ る

はす なわ ち浄土 を荘厳する に なる と しるべ しと也 。］　
32）

と。

　如来 の 疑蓋 ま じわ ら ざるみ心 が衆生の 心 に い た りと ・・
”
い て嘆仏 となり 、 懺悔 となり、こ の 懺悔の

場 に於て 「唯除五逆誹謗正 法」の こ文が 、何の 抵抗 を感ずる こ ともな く、その まま弥陀の 抑止 と私

に は受 け と られるの で あ ります 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り き

　而 して これは廻 向 の信心に よるが故 に随順的で あ り、そこ に は 自力の 力み は毫も存在せ ず、自我

　我執の 崩壊 をもた らす の で ある 。

　衆 生は弥陀如来 、諸仏 、 菩薩の 、 その衆生を摂取 して 、 毫も己れの 利養の た めで もなく、また如

何なる もの に も瞋恨を抱 か ざるその 真実大悲を知 らない もの だか ら、 自己を自分で防禦 しよ うと し

て 、己造 ・未造 とか、謗法の具 ・不具だ とか の 言辞 を、その 底 に流 れ て い る心 も知 らず、 五 逆 を未

だ造 らず、謗法の 罪は犯 して い ない と弁護 して 、自己の 所謂 「前衛」front と し、時 に 少し く反 省

して 、 「唯除」の こ文 を抑止 と しなが らも、己れ は弥陀の袖 に か くれて釈迦の抑 止 と し 、 徒 ら に 疑

の た め に 自我の 城壁 を厚 くす る こ と に エ ネ ル ギ
ーを労 費 して い た 。

　然 る に 、か ・る疑蓋ま じわ らざる真実 に して 広大無 辺 なるみ心 に ふ れて、そ の かた くな に閉 ざ し

て い た 自我 が 随順的 に崩壊す る 。
こ れ が 臓悔で あ り、その 時 、 歓喜 （嘆仏）とと もに大 い なる ご廻

向の 力が 、真に活 く可 き方向 に向 っ て働 き出す 。 こ れ が発願廻 向 で あり、また
一

切 善根荘厳浄土 、

即 ち 「大悲 ヲ行ズ ル 133）衆生 の 慈悲 行 ともなる で あ ろ う ，

　 田辺 元 によ れば、懺悔 とは 自己の 当 に あ る べ き存在 に 対 す る願望 をば持 ち続け なが ら、それ に背
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反す る現 実の 自己に絶望 し、文字通 り自己 の 存在資格 に 対す る積極的希望を絶 ち、斯 か る随順的絶

望 に於 い て 自己 を放棄す るの が 私の 謂ふ懺悔で ある 。 而 して懺悔 その もの の 起発は 、私の 自力 に 由

来す る の で なく、却 っ て救済の 大悲た る他 力に 由来 し、自己は こ れ に随順 して 、否定の 苦痛 と共 に

肯定の歓喜 を享受 す る 。
こ の 歓喜 は他 力によ る もの と して必然 に感謝 に連 な り、更 に之 を頒 ち振 り

向けん とす る他力へ の協力 と して の 報恩に進展 する、
34）

と云 っ て い る。

　 また亀井勝
一

郎は 、自我の 確立 はた しか に 近代精神 の 一
つ の 特徴で あるが、同時 に我 々 が一．・番忘

れ て い る こ とは、その 自我 を放棄す る場で は なか ろ うか
。 自我の 拡大だけ を考 える と こ ろ に は エ ゴ

イズ ム が生 れるし、自我の 放棄だけ を考える と こ ろ に は盲目的 な屈従の 姿が あ らわれや す い
。 拡大

す る と ともに放棄す る と い う、こ の 双方の 同時存在 、 そ れ を典型的 に あ らわ した の が 即 ち大乗の 菩

薩精神で、こ う し た形で の 拡大 と放棄の 同時存在、 こ れ が仏教の 考えて きた 「愛」 とい うもの の 最

高形態で は な か
っ た ろ うか 、

35）
と云 っ て い る 。

　私は 、 如 来の 真実大悲 に ふ れて 、仏徳 を讃嘆す る と共 に懺悔 （随順的 自我崩壊） し、同時 に 真に

無碍 なる所謂自己の拡大 （発願廻向）、或は他力へ の協 力 （
一

切 善根荘厳浄土 ）があ る こ とを信 ず

るの で あ ります 。

　 そ して こ れが、称名念仏 とい う具 体的 なす がた の 上 に 、 無碍 に 現 われ る の で あります 。

　　　　　　　　　　　　　　 第二節 　　「唯除五逆誹謗正法」

　 私に思 うと前述 した、曇 鸞 ・善導 らの 説は 、 五逆罪や 謗法罪 を造 らせ まい として の ご親切 か ら、我

々 に抑止 して下 さ っ て い た もの で あ り、弥陀の抑止 は同時 に 曇鸞 、善導の抑止で あっ たよ うに思 わ

れ る 。

　而 して親鸞聖 人は、ご 自身の ヒに その 抑止 さるべ き五逆 謗法 を洞察、懺 悔され、その 者 が救 わ れ

て ゆ く こ とを慶 喜 きれた の で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オモ ン

　 され ば その 著 『教行信証』総序には 、 「竊 カ ニ 以 ミ レ バ 、難思 ノ弘誓 ハ 難度海ヲ度 ス ル 大船、元

碍 ノ光明ハ 元明 ノ闇 ヲ破 ス ル恵 日ナ リ 。 然 レバ 則チ 、浄邦縁 熟シ テ 、調達閣世 ヲ シ テ 逆悪 ヲ 興 ゼ シ

メ 、浄業機彰 シテ釈迦韋堤 ヲ シテ 安養 ヲ選バ シ メ タ マ ヘ リ 。 斯 レ 乃チ 、権化ノ仁、斉 シ ク苦悩 ノ 群

萌ヲ救済 シ、世雄 ノ悲、正 シ ク逆 謗闡提 ヲ 恵 マ ン ト欲 ス 。J　36）とあり、調達 （提婆）は 謗法罪 を犯せ

る代表で あ り、閣世 （阿闍世 ）は五逆罪を犯せ る代表者、韋提 （韋提希）は心 想 羸劣 なる愚痴の 代

表 で あ ろ う。聖 人 は 自己 を深 く洞察 して 、彼 らの 中に 自己 の 真 の す が た を観 じ、こ れ らの 重 罪 を

悉 く自己の 内に具せ る を感ぜ られ る と同時 に 、こ の 者 の 救わ れ る こ と を身 を以 て示 した まうた め に、

仮に こ の 世 に現 われたま うた慈悲深 い 仏 ・
菩薩の 化身で あ ると い た ・“か れた ので ある 。

　而 して聖人は 、こ の 罪に穢れた身を厭 い 捨て 、 真実清浄 をね が い 求めるべ き身で あ る に もか ・わ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ と り　　　　　 　　　　　　　 さ hO　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よう ニ

らず、　「行 二 迷 ヒ 信 二 惑 ヒ 心 ク ラ ク 識 ス ク ナ ク
、 悪重 ク鄙 多」 い 身で あ っ た が

、 今 こ ・に 「慶 バ シ

イ カナ 、西蕃月支 ノ 聖典、東夏 日域 ノ師釈 二
、 遇 ヒ 難 ク シ テ 今遇 フ コ トヲ得 タ リ。 聞難 ク シ テ 已二

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ か き

聞7 トヲ 得 タ リ。真宗 ノ 教 ・行 ・證ヲ敬信 シ テ 、 特 二 如来 ノ 恩徳深 コ トヲ知 ヌ 。 斯 ヲ 以テ聞 ク トコ

ロ ヲ慶 ビ、獲 ル トコ ロ ヲ嘆ズ ル ナ 1川 と、非 常に高 い 調子の 感嘆の 言葉 をも っ て 記 して い る 。

　また 『信巻』末に 、　『涅槃経』の 「迦葉世に 三 人有 りて、其の病治 し難 し 。

一．
つ に は大乗 を謗る

な り 。 二 つ に は 五逆罪 な り。 三 つ に は 一闡提 なり 。 是 の 如 きの 三 病 は、世 の 中の極重 な り。 悉 く声

聞 ・縁覚の 能 く治す る所 に 非 ず 。 善男子 、譬 へ ば病 有 り 、 必 死 に して治 すこ と無 き が 如 し。 若は 瞻
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病 隨意の医薬有 る も、若は 瞻病 隨意の 医薬無 くも、 是 の如 きの病 は定ん で治す べ か らず。 当に 知 る

べ し。 是の 人 の 必死疑無 きを。 是 の三種の人 も亦復是 の 如 し 。 若声聞 ・縁覚 ・菩薩ありて、或 は説

法する有 る も、 或 は説法せ ざる も、其 を して 阿褥 多羅三 藐三菩提の 心 を発さ しむる こ と能 はず 。 仏
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す なわ ち

・菩薩に従 い
、 聞法 を得巳 りて、皀P便能 く阿褥 多羅三 藐三菩提の 心 を発す 。 法 を聞かず して能 く心

を発す に 非 ざる なり。 迦葉譬 へ ば病人 の 、若は瞻病隨意の 医薬有 るも、若は瞻病隨意の 医薬無 き も
　 　 　 し1

皆悉く差 ゆ べ きが如 し」
38）とあるをご引用 に な っ て い るが

、 その 「善男子 、 譬へ ば病有 り、必死 に し

て 治す こ と無 きが如 し。 若は瞻病 隨意 の 医薬有 る も、 若は瞻病隨意の医薬無 くも、是 の如 きの 病 は

定んで治すべ か らず」 との 箇所 を、 「善男子 、譬バ 病 有 レバ 必死 ス ル ニ 治無 カ ラ ン ニ
、 若ハ 瞻病隨

意 ノ 医薬有 ム ガ 如 シ 。 若 シ瞻病隨意 ノ医薬無 ラ ム
。

’
是 ノ如 キ ノ病定テ 治 ス 可 カ ラ ズ」

鋤
と読み 変 え

て い る。

　 こ れ は、本願の 名号 こ そが、必死 の病 人 、難治の機 に と っ て の 瞻病 隨意の 医薬で ある 。 と受 けと

られた か らで あ ろう。

　 それ に つ
・“い て 、其の 性弊悪 に して 、好ん で 殺戮 を行 い 、父王 まで惨 殺 した阿闍世が、仏陀 の 大

悲の 説法 に あっ て救 われた こ とが、長々 と引用 され て い る 。

　そ して その 次 に 、 　「夫 レ諸大乗 二 據 ル ニ 難化ノ機 ヲ説ケ リ 。 今 『大経』ニ ハ 唯除五逆誹 謗正法 ト

言 ヒ 、或 ハ 唯除造无問悪業誹 謗正 法及諸聖人 ト言ヘ リ。　『観経』 ニ ハ 五逆ノ往生ヲ明シテ謗法ヲ説カズ
。

『涅槃経』ニ ハ 難治ノ機 ト病 トヲ説ケ リ 。 斯 レ等ノ真教云 何思量 セ ム ヤ 。J と問 い か けて、曇鸞大師

の 『論註』巻圭
2 ）

を引用 して 、　『無量寿経』 に往生 を願 う者皆往生 を得 る に 、唯五 逆と正法 を誹諺

す る を除 くとあ り、 『観無量寿経』に五 逆 ・十悪諸の 不善を具せ る者 も往生 を得 しむ と ある が、
一

経 に は二種 の 重罪、即 ち五 逆 と正法 を誹謗す る罪 とを具 せ るを以 て往生 を得 る こ とが ない
。 併 し他

の経 に は十悪 ・五 逆の 罪 を作る とは あ るが、正法 を誹謗 した罪 を言 っ て い ない 。 こ の 誹謗正法 の 罪

が ない か ら往生するこ とがで きるの で ある。とい い 、こ れは謗法罪の重い こ とをしめ して、こ の罪を犯せ

ば他の罪がなくとも往生で きない こ とを諭 されるのである。そ して その 理 由 と して、大品般若経巻十
一

に、

五逆 の 罪人は阿鼻大地獄の 中に墮ちて、つ ぶ さに一劫の 間 こ の重罪の報い を受けるが、正法 を誹謗した者

は 、 阿鼻大地獄の中に墮ちて 、展転 百千の 阿鼻大 地獄 を経 て も 、 出つ る こ と を得 る時節 を仏 も記

した ま わ な い
。 こ れ は 謗法 の 罪 が極 め て 重 い か らで あ る 。 而 して 正 法 とは仏 法 の こ とで ある 。

。

こ の 法 を誹謗す る もの が 、 ど う して 仏 土 に 生 れ度 い と願 うだろ うか
。

た とい 彼 の 安楽 国 に 生

れ る こ と を願 う こ とが あ っ た と して も、それ は水 で な い 氷、烟の 無 い 火 を求 め る よ うな もの

で 、理 窟 に 合わ な い で は な い か。正法 を誹謗 す る相 は 、仏 ま しま さず、仏 の 法無 し、菩薩無

し、菩薩 の 法無 し と い うよ うな見 解 を 自 ら も持 ち、 また他 の 人の 意 見 に 従 っ て その よ うな考

え方 に 固執 す る 等 、皆 誹謗正 法 と名 け る の で ある 。 若 し諸仏 ・
菩薩 ・世 間 ・出世 間の 善 道 を

説 い て 衆生 を教 化 す る者 が無 か っ た ら、 ど う して 仁 ・義 ・礼 ・智 ・信有 る こ と を知 ろ うか
。

こ の よ うな世 間 の 一切 の 善 法 は皆 断 じ、出世 間の
一

切 の 賢聖 も皆滅 して しま うだ ろ う 。 汝 、

但 五逆 の 罪 の 重 い こ と を知 っ て 、五 逆 罪 の 正 法 無 き よ り生 ず る こ と を知 らな い が故 に 、 正法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は か り

を 謗ず る 罪 は 最 も重 い の で あ る 。 　『業道 経 』 に 業道 は 稱の 如 く、重 い も の が 先づ 牽 くとあ る

が、　『観 無 量 寿経 』 に 、人 が五 逆 十悪 を造 り、諸 々 の 不善 を と も な う な らば、悪 道 に 墮 ち て 、

多劫 を経歴 して 無 量 の 苦 を受 け る で あろ う。 命終 る時 に臨ん で 善知識が 南無無量 寿仏 を称せ しむ
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る とき、心 を至 して絶 え る こ とな く十念の 念仏 を称えれ ば、す なわ ち安楽浄土 に往生 で き、同時 に

大乗正定の聚 に入 っ て畢竟不退となり、三塗の 諸 々 の 苦 しみか ら永遠 に の がれ るこ とがで きる。 併

し曠劫以来 っ ぶ さに諸 々 の 悪 行を造 っ て きた有漏 の法 は三界 に繋属 して い る 。 僅 か十念の 念仏で 、

た ちま ち三界を出る こ とがで きる と い うこ と に っ い て 疑問もあろ うが、か の 罪 を造 る人は、みつか

ら虚妄顛倒 の 見解 か ら生 じ 、
こ の 十称念仏 は善知識が方便安慰 して 、 実相の 法 を聞か しめ た こ とに

よ っ て 生 じた もの で ある か ら、

一
は実 、

一
は虚で あり 、 比 べ もの に ならない

。 それ は恰度 千年の 間

閉 ざされて 暗闇で あ っ た部屋で あ っ て も、 光が もし暫 らくで も入 っ た ら、 た ちまち明 る くなるよ う

なもの で あ り、こ れ を在心 、すなわ ち心 の もちように あ る とい うの で あ る。 また か の 罪 をっ くる人

は、みつ か ら妄想の心 に と ・
“
まり、煩悩虚妄の結果で ある 。 而 して こ の 十声念仏 は、無上の信 心 に

依 るもの で あり、阿弥陀如来の 方便 、 真実清浄無量功徳 をもっ て 荘厳 され た る名号 に依 っ て 生ずる

もの で ある 。 こ れ を在縁、す なわ ち縁 に よるとい うの で あ る 。 また か の 罪 をっ くる人は、有後心 、

有間心 、 す なわち造罪は生命 の継続 を豫想 した上で行 は る ・もの で ある か ら緊張せ ず、余祐 あり、

隨 っ て 他想間雑 して 専念 な らざる心
39）

を根據 と して 生 じた もの で あ り、十声の 念仏 は無後心 、無間

心 す なわ ち無後心 は最後心 なるが故 に余法 を修 す るに暇 なく、他法 を念ず る能は ぎる心
39）か E，生 じ

た もの で、他 力信心 に決定 して い るので ある。こ の三つ の義 を校量 して み ると 、 十念 は重 く、 重 き

もの 先づ 牽 い て、よ く三有虚妄の 世界 を出つ る こ とがで きるので あり、　 『業道経』の 説も 『観経 』

の 説も少 しも違 わぬ の で ある 。 また十念 と い うの は、た だ阿弥陀仏 を憶念 して 、もしは総相 、も し

は別相、所観の 縁 に した が っ て心 に他の 想 なく、十念相続す るをい うの で ある。また名号 を称 える

心 の 相続 も十念 とい うの で ある、と。

　即 ち、五逆罪 は念仏相続に よ っ て 救われ る が、謗法罪 は その 罪 が重 く救 わ れ ざる罪で ある か ら 、

その 謗法 の 罪を造 らせ まい として 、こ こ に曇驚の 言葉を用 い られた もの で あろ う。

　次 い で 善導大師の 『散善義』下品 下生釈
4 ＞を引用 して 、 四十八 願の 中で 、謗法 ・五逆を除 くとは 、

こ の 二 業は その障 りが極重で あ っ て 、衆生若 し造 れば直 ちに 阿鼻地獄 に お ちて歴劫周憶 して 出づ べ

き由なし 。 ただ如 来は こ の 二 つ の 罪過 を造 る こ と を恐 れ るが故に 、 方便 して 止め て往生 で きない と

仰せ られた の で あっ て 、摂取 しない と い うので は な い の で ある 。 また観経 の 下品下性の 中に 、五逆

を犯 した者 を摂取 して、謗法罪を犯 した者 を除 くと仰せ られて あるの は、こ の場合五逆罪 はすで に

犯 されて 了 っ た とは云 え 、 見 捨てて 生死 に流転 せ しむ べ きで はない ので 、 本来の大悲を発 され て 、

摂取 して往生せ しめ るの で あ る。 併 し謗法 の罪は未だ犯 されて は い ない の で 、抑止 して、若 し謗法

罪 を犯せ ば往生 出来 ない そと戒 しめて い るので ある 。 即 ち こ れ は未造 業 に つ い て抑止 して い るの で 、

若 しこ の 罪 も犯 されて しまっ た時に於 て は、また摂取 して往生せ しめる の で ある 。 併 し彼の 土 に往

生で きて も、 華合 して 多劫を逕 、
一

つ に は仏及び諸の 聖衆を見 る こ とを得ず、二 っ に は正法 を聴聞

す る こ と を得 ず、三 っ に は歴 事供養す る こ とを得 ず、併 し、 こ れ を除い て 以 外は さ ら に諸 の 苦無 く、

恰度比丘 の三禅の楽 に 入 るが如 きで ある とい い 、華の 中に在 っ て 多劫開 か ない とは云 っ て も、阿鼻

地獄の 中で 長時永劫に 諸の 苦痛 を受 けるよ りは ましで ある、と。

　即 ち、五逆 も謗法 も犯 して しまっ た時 に は、弥陀は本来の 大悲をお こ され 、摂取 して往生せ しめ

はす るが
、 重 い 謗法の 罪 ゆえ に 、真 の 楽 しみ を得 る こ とがで きな い の で 、犯 して は な らぬ と戒 しめ

られん がため に、 こ の 説を引 かれた もの で あろ うか 。

　次 に 『法事讃』巻上 5 ）を引用 して 、　「ナ ガ ク 譏嫌 ヲ絶チ テ 、ヒ トシ ク憂悩ナ シ 。 人天善悪皆往 ク

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

72 藤 　　岡　 隆　 男

コ トヲ得 、彼 二 到 リテ殊ナ ル コ ト無 シ 。 斉 同不退 ナ リ。何 ノ意 力然 ル トナ ラ バ 、乃 シ弥陀 ノ 因地 二

世饒王仏 ノ 所 ニ テ位 ヲ捨 テ ・家 ヲ出ヅ。則 チ悲智 ノ 心 ヲ起 シ テ 、広 ク 四十八 願ヲ弘メ タ マ フ ニ 由テ

ナ リ 。 仏 ノ 願力ヲ モ テ 、五 逆 ト十悪 ト罪滅 シ 生 ズ ル コ トヲ エ シ ム
。 謗法 ・闡堤廻心 ス レ バ 皆往ク 。」

5）
と あ る 。

　親鸞聖人 は こ の 言葉 を引用 して 、五逆 ・謗法 ・
闡堤等の 悪機即 ち本願の正機 で あ っ て、弥陀の 本

願の 上か らは さ らに差別 が ない こ と を示 された もので ある が 、 た ・“こ ・・に廻心 、 す なわ ち 、
い ま ま

での心 を改める こ とが大切 だ と い うこ と を強調 され て い るの で あ ろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し し ゆ う

　教行信證 に は続い て 五逆の 説明 がっ け加 え られ て ある 。 即 ち、　「五逆 トイフ ハ 、モ シ潘 州 ニ ヨ ラ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ と さ ら

バ 、五逆 二 ニ ア リ 。

一ニ ハ 三乗 ノ五逆ナ リ 。 謂クー
ニ ハ 故 ニ オ モ ウテ父 ヲ殺ス

。
ニ ニ ハ 故 ニ オモ ウ

テ母 ヲ殺ス
。 三 ニ ハ 故 ニ オ モ ウテ羅漢ヲ殺 ス

。 四 ニ ハ 倒見 シテ和合僧 ヲ破 ス
。 五 ニ ハ 悪心 ラ モ テ仏

身 ヨ リ血 ヲ イダス 。 恩田ニ ソ ム キ、福田 二 違 ス ル ヲ モ テ ノ ユ ヘ ニ
、

コ レ ヲナ ヅケテ 逆 トス 。
コ ノ 逆

ヲ 犯 ス モ ノ ハ 、身ヤ ブレ命ヲ ヘ テ 、必定 シ テ無 間地獄 二 墮シ、
一
大劫 ノ ウチ ニ 無間 ノ苦ヲ ウ ク レ バ 、

無間 業 トナ ヅ ク 。
マ タ倶舎論 ノ ナ カ ニ 、五無 間 ノ 同類 ノ 業 ア リ 。 カ ノ頌 ニ イハ ク 。 母 ト無学尼 ヲ

ケ ガ ス （殺母罪ノ 同類）。 住定 ノ菩薩 （殺父罪 ノ同類）オ ヨ ビ有学 ノ 聖者ヲ殺 ス （殺羅漢ノ 同類）。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ　と　ば

僧 ノ和合縁 ヲ ウ バ ウ （破僧罪 ノ 同類 ） 。 率都婆 ヲ破壊 ス （出仏身血 ノ 同類 ） ト。
ニ ニ ハ 大乗 ノ 五 逆

ナ リ 。 薩遮尼乾子経 二 説ク ガ ゴ トシ 。

一
ニ ハ 塔寺 ヲ破壊 シ、経蔵 ヲ梵焼 シ、オ ヨ ビ三 宝 ノ 財物ヲ 盗

用 ス
。 ニ ニ ハ 三乗ノ法 ヲ ソ シ リテ 、 聖教 ニ ア ラズ トイヒ テ、障破留難 シ 、隱蔽覆蔵 ス

。 三 ニ ハ
ー

切
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ち よ うめ

出家 ノ ヒ ト、 モ シ ハ 有戒 、 無 戒 、 持戒 、 破戒ニ オイテ 、 打罵 シ 呵責シ 、 過 ラ トキテ禁閉 シ、還俗セ

シ メ テ駆使 シ 、債調断命セ シ ム 。 四 ニ ハ 父 ヲ殺 シ、母 ヲ害シ、仏身 ヨ リ血 ヲ イダ シ 、 和合僧 ヲ破 シ、

阿 羅漢ヲ殺ス
。 五 ニ ハ 因果ナ シ ト謗シ、長夜 ニ ツ ネニ 十 不善業ヲ行 ズ ル ナ リ。1と。

　 こ の義に つ い て 名畑応順は 、緇州 の 五逆の 解釈には、三乗の五逆 と大乗の 五逆 とを分けて あるが、

後者 によれば、謗法 も五逆 に摂め られる 。 そこ で 『大経 』で抑止 された逆謗 が 『観経 』で はす べ て

櫛 され るとの 意 を取 。 て 、こ こ に弓1用 せ られた m るの 樋 当で あ ろう
4°）

、と云 。 て い る 。

　 　 　 　 　 41）
　　　　　　　らの 意見 も同様で ある 。 而 して 存覚の 六要鈔第三（末 ）に 、　 「若 シ小乗 ノ 五逆 二 依 ラ　山辺 、赤沼

バ 、人皆為 ラ ク輙 ク之 ヲ犯サ ズ トオ モ ヘ リ 。 若シ大乗五逆 ノ説 二 依 ラバ 、人々 一々 二 比 ノ罪 ヲ遁 レ

難 シ。常 二 十悪 ヲ行ズル 、皀1亅チ比 ノ摂 ナ ル ガ故 二 、仍チ且ハ 慚愧悔過 ノ心 ヲ生ゼ ン ガタ メ 、且 ハ 済
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 42）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とあ る意を汲 ん で 、若し小 乗の五逆度 ノ 大悲深重 ノ 仏 恩 ヲ念報セ シ メ ン ガ タ メ ニ 之 ヲ 引カ ル カ。1

ならば多 くの 人 は犯 して お らぬ と思 っ て い るが、大乗の 五逆説に照 らさるる時は何人 も五逆罪を免

る こ とは 出来 ない 。 人は皆十悪五 逆 を行 うて い るの で あ る 。 乃ち こ れ らの罪相 を明 らか に して、慚

愧の 念 を生 ぜ しめ ん が た め に 引用 せ ら れ た と 云 っ て い る 。

　私 に は 、 聖人 が か く高僧 の 説 をご引用 に なられた の は、そ の い ずれ もが真実弥陀如来の み心 で あ

る こ とをお示 し下さ っ た も の で あろ うと思 わ れ て ならな い 。

　親鸞 に あ っ て は 、　「．た s
“
念仏 して弥陀 に たすけ られ」

43） る こ とが、弥陀の 本願で あ り、釈尊の 説

教で あ り、 善導 、 法然 の お すす め で あ っ た こ と を思 うと き、こ ・ に 高僧 の 説 をご引用 に な っ た の は、

そ の い ずれ も が 聖人 に は直 ちに弥陀の 直説で あ っ た ろ う 。 されば摂取 と抑止 に 、弥陀 と釈迦 の 区別

の あろ う筈は な か っ た の で あ る 。

　謗法の 者 を救わ ぬ と い うの も弥陀如来 の 真実 な ら、五逆 ・謗法 を犯 さ せ ま い と して 抑止す るの も

如来 の 真実、ま た 廻心 すれ ば謗法 も闡提 も往生 せ しめ んと い うもまた弥陀如 来の 真実 。 何 故 な ら、
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大乗 ・小乗 を問わず、五逆、謗法 、闡提 が末世下根 の 衆生 その もの で あ っ た か らで あ る 。 溜州 の 五

逆の 説明 を引用 された こ こ ろも、こ こ に あ っ た の で は な い だ ろ うか。

　ニ ュ
ー ヨ ーク の ユ ニ オ ン 神学校 の 精神医学 お よび宗教相談部主任 E ．A ．ル ー

ミス は 、　「われ わ

れ の 沈黙や寛容は 、 相手の 行為を承認 した もの と して 理 解 され るだけで な く、い や それ ど こ ろか 、

こ れを催促す る もの と して 受 け と られ る こ とが し ば し ば ある 。］と云 っ て 、その 実例 を挙 げて 説明 し

て い る
74｝が、弥陀の 本 願が極悪の 者をも摂取 して捨てず、との 寛容は、 しば しば一部 の 者 に造悪無

碍の 行為を承認 されて い る もの と理 解 された り、 時に こ れ を催促 し て い る もの と して 受 け と られた

こ と の ある こ とは 、 事実親鸞聖人の時代、か ・
る造悪無碍者が現 われた こ と に よ っ て 、充分 ）なつ

か れ よ う。

　凡夫 は逆謗摂取 する と い うと、こ の よ うに何 を して もよ い か の よ うに思 い 誤 り、抑止 す ると い う

と、犯 せ ば救わ れ ない よ うに思 っ て 善人 ぶ る こ とに汲 々 として 、折角芽生 えは じめ た自省心 をも抑

えつ け る が、少 しく自省心 に芽生 えた者 は、釈尊の抑止 と して、弥陀大悲の 袖 に か くれ よ うとする 。

　弥陀 が 「唯除ク」と仰せ られ て も、 五逆謗法 の 者 を見棄て た と い うので は決 して ない 。 「唯除 ク」

とは 、
か か る五 逆謗法の 者に対 す る きつ い 「お 叱 り」で はない で あ ろ うか 。

　昔 か ら人間 に は知 ・情 ・意の 三 っ があ る と考え られ て い るが、鈴木大拙
73）も云 っ て い る よ う に、

大体 、浄土 教 は情と意 、 禅で は知 と意、浄土教で は情の 裏づ け に意 、意の 裏づ けに情 、禅で は 、知

の 裏づ け に意、意 の 裏づ けに 知 が あ ると して い る が、私に は第十八願文の 「至心 、信楽、欲生 我国」

に弥陀の 意 を、　「若不生者不取正覚」に その情 を、 そ して こ の 「唯除五逆誹謗正法」に その 知を感

ぜ しめ られ るの で あ り 、 それ がその まま衆生の 知情意 となる こ とは勿論で あ る 。

　而 して こ の 「知」は、理 否善悪を明 か に して下さ るもの で あるこ とは云 うまで もな い
。

　時に鞭打、体罰 も、教育 に 欠 くこ とが出来 ない 、 と云 っ て い る人 もある が、禅の 語録 や伝燈録 を

ひ も とけ ば、い くらで も喝だの 、打だの 、挙だの と出て くる 。 何 もい い もせ ぬ の に打 たれ る こ とさ

えあ る 。 打 たれ て 怒りを感ず るで あろ うが、こ の 「怒 り」を禅で は巧み に 利用 し 、 自然 に、無意識

的 に、自分で 自分 を越 えさせ る の で あ る
73）、と い う。

こ れもその 「知性」に よ っ て導 び き出 され た

もの で あろう。

　五逆謗法 を 「唯除」 ク、とい うの は、その 「知性」か ら仰 せ られ た お言葉で あり 、

一方で ぱ こ の

きび し さが、五逆謗法 を越 え しめ るの で は な い で あろ うか 。

　併 し衆生 の根機 はさ まざまで 、その 深義に気づかず、 「唯除」ク 、と云 われる と、五逆謗法の 者

の 往生 が塞が っ て しま っ て い るよ うに思 っ て、生存の 意義をさ え見失 つ て しま うこ とを畏れ る
’
者も

な い わ けで は な い 。 されば こ の こ文 を釈尊 の 抑止 と理解 しよ うとした者の あ っ た こ とは前述の とお

りだ が、実は彼 等は、 「唯除」の こ文 に だ け 目を注 い で 、大事な本文 を深 くい ただ こ うとは して い

な い の で は ない だろ うか 。

　 Frankl は、自分 の 生の 意味 を知 る人 は、他の 何 よ りも こ の 意識の お か げで 、内、外 の 苦境 や障

害を克服で き る の で あ る か ら、人 々 に 自分の 生 きて い る意味 を発見 させ て や る こ と が重要 で ある
75）。

と述 べ て い る が、第 十八願 に は、 「唯除」 と、五逆 謗法の 者の 往生 が断たれ て い る よ うに思 われ る

が 、こ の 「唯除」さ る べ き逆謗の 自覚 に め ざめ た る時、そ の 者に 、 「欲生我 国」す なわ ち 「わ が国
　 　 　 　 Ss も

に 生 れん と欲 え」、そこ に真実永遠な る 安楽土 、無 生の 生 があ る の だ と 、 我 々 の 生存の 意義 を よび

さ ます お よ び か け が あ っ た の で あ り、　 「若 不 生者不取正覚」す なわ ち 「もし生れず ば正覚 をと らじ」
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と の 大悲の 誓願が あ っ た こ と に 感泣せ しめ られ 、 真 の 生 き甲斐 を得て 、 念仏相続の 身とさ して い た

だ くの で あ ります 。

　さ れ ば善導は 「唯除」 さ るべ き自身 を、　「現 ニ コ レ罪悪生死 ノ凡夫、昿劫 ヨ リ巳来、常 二 没 シ常

二 流転 シテ出離 ノ 縁有 ル コ トナ シ」と心 に深 く決定 し、　「不取正覚」の情 によ り 「衆生 ヲ摂受 シ テ 、

疑 ナク慮 ナク彼 ノ 願力 二 乗 ジテ 、 定 ン デ往生 ヲ得」
76） と深 く信 じよろ こび、　「欲生我国」の 意志 を

もっ て 、念仏相続す る身とな っ た こ とで あ りまし ょ う。

　これ をみ て も、　「唯除」の こ文 を素直に我 が身の 問題 と して受 けとっ た こ とが、その往 生を塞ぐ

こ と に な っ て い ない ばか りか 、 む しろ そこ に住生 の 道 がひ らけて い ためで ある 。

　親鸞も、　「そ れほ どの （唯除 さるべ き）業 をもちうけ る身に て あ りけ る」 を深 く歎ず ると同時に 、

（かか る者を） 「たす けん とお ぼ しめ した ちけ る本願の かた じけなさよ」
65） と歓喜の 涙 に む せ んで

い られる。こ れも、 「弥陀五劫思惟の 願をよ くよく案ず れば、ひ とへ に親鸞
一

人 が ため に なりけ り el

65）
と 、　「不取正覚」の お よび声 がその 胸奥 に い た りと ど い たれ ばこ そで あろ う。

　され ば、こ の 「唯除」の こ文 を、往生塞が る理 由で 、釈尊の 抑止 とす る に は全 く当 らない の で あ

る 。

　彼等 は俗 っ ぽ い 常識的理性か ら離れ る こ とが出来 な い
。 極論的 だ が 、 本願 が信ぜ られて い ない の

で あ る 。

　それ は恰度 、 信ぜ られ ない 子 どもに は、泣 い て叱 る親の 心 がわか らない の と同様で あろ う。

　　　　　　　　　　　　　 第五 章　親鸞聖人 の 「お叱 り」

　口伝鈔に よ ると 、 常陸の 国新堤の 信楽坊 が 、親 鸞聖人 と法文の義理の こ とで 意見 が合わず、門弟

をは なれ て 去 っ て行 っ た時、お弟子 の 蓮位房 が、か ねて聖人 が信楽房に 与え られ て い た本尊や聖教

をとり返すよ う進 言した。 併 し聖人 は、 「本尊、聖教 をとりか へ す こ と、はなはだ しか る べ か らざ

る こ とな り 。 そ の ゆ へ は親鸞は弟子
一

人 ももたず、なに ごとををしへ て 弟子 と い ふ べ きそや。み な

如来の 御弟子 なれば、みなともに 同行 な り。念仏往生の 信心 をうる こ とは釈迦 ・弥陀二 尊の 御方便

と して発起 す とみ えたれば、また く親鸞が さづ けた る に あ らず。 当世た が ひ に違逆の と き本尊、聖

教 をと りかへ し、つ くると こ ろの 房 號 をと りかへ し、信心 をとり か へ す なむ ど い ふ こ と 、 国中に繁

昌と云 々 。 返々 し か る べ か らず 。 本尊 ・聖教 は衆生利益の 方便 なれ ば 、 新鸞 がむ つ び をすて て 他 の

門室 に い る と い ふ とも 、 わた くし に 自専すべ か らず 。 如 来の 教法 は総 じて流通物 なれば也 。 しか る

に親鸞 が名字の の りた るを、法師 に くければ袈娑 さへ の 風情 に い とひお もふ に よ りて 、た とひ か の

聖教 を山野 に すっ と い ふ と も、その と こ ろの 有情群類 、 か の 聖教 に す くは れ て こ と ごと くその 益 を

うべ し。 しか らば衆生利益 の本懐 その と き満足 すべ し。 凡 夫の 執する と こ ろ の 財宝の ごと くに、と

りか へ す と い ふ 義 ある べ か ら ぎる也 。 よ くよ くこ こ ろ うべ し 。］　
44）

と仰せ られ て 、 信楽房に対 して 自

分が教 えて や っ たと い う名利心 もなく、また彼 に対す る瞋恨もな い
。 た だ信楽房 をも含め てす べ て

の人 々 は云 うに及ばず 、 生 き と し生 け る もの が弥陀の 本願 に救われ る こ とを念 じ 、 またそ れ を信 じ

て疑 っ て は い ない の で ある 。

　親鸞聖 人御消息集第二 通 目に は 、　「され ばとて念仏 をと どめ られ さふ らひ しが 、世 に くせ ごと の

をこ りさふ らひ しか ば、それ に っ けて も念仏 をふ か くた の み て、よの い の り に 、こ こ ろに い れて 、

まふ しあはせた まふ べ しとそおぼ へ さ ふ らふ ．］　
45）とあ り、また第四通 目に は 、　「念 仏せ ん ひ とび と
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ び ん

は 、か の さ また げをなさん ひ とをばあ はれ み をな し、 不便 に おもふ て 、念仏 をもねんご ろに まふ し

て 、 さま た げなさん を、 たす けさせ た まふ べ しとこ そ、ふ る き人 は まふ され さふ らひ しか 。 よくよ

く御たつ ねあるべ き こ とな り。ll　46）とあ る 。 また 第五通 目に は、　「か や うなるひ とに て 、念仏をもと

どめ、念仏者 をもに くみ な ん どす る こ とにて もさふ らふ らん 。 そ れはかの 人 をに くまず して 、 念仏 を

人々 まふ して たす けん と 、 お もひ あはせ た まへ と こ そお ぼへ さふ らへ e］
4n

とあ り 、 第八通 目に は 、

「念 仏 を御 こ こ ろに い れ て っ ね に まふ して 、念 仏 そ しらん ひ とび と、こ の 世 、の ちの 世 まで の

こ とを、 い の りあは せ たまふ べ くさふ らふ 。 御身どもの 料ば、御念仏は い まはなに にかは せ さ せ た

まふ べ き。ただひがふ た る世の ひ とび とをい の り、弥陀 の 御 ちか ひ に い れ とお ぼ しめ しあは ば、仏

の 御恩 を報 じま ひ らせ た ま ふ に な り さ ふ らふ べ し 。 よ くよ く御 こ こ ろに い れ て まふ しあ は せ た まふ

べ くさふ らふ
。 聖人 の 廿五 日の 御念仏 も、 詮ずる と こ ろは 、 かや うの 邪見の もの をたすけん料 に こ

そ、まふ しあはせ た まへ とまふす こ とにて さふ らへ ば、よ くよ く念仏 そし らんひ とをたす かれとお

ぼ しめ して 、念仏 しあは せ たまふ べ くさふ らふ 。］
4S

と仰せ られるので あります 。

　聖 人は、師 に背き 、 念仏をさま た げ、 そし る人 々 に もあわ れみ の 心 をもっ て 、 こ の 世は言 うに 及

ばずあの 世 まで 、 弥陀の 本願 に たす けられよ 、 と念 じて 、 念仏す べ き こ とをすす
．
め られた の で あ り

ます 。

　また 、 歎異抄第九章
4el

に は、　「念仏まふ し さふ らへ ど も、踊躍歓喜の こ こ ろお ろそか にさふ らふ

こ と、またい そ ぎ浄土 へ まひ りた き こ こ ろ の さふ らはぬ は 、い か にと さふ らうべ き こ とに て さふ ら

うや らん」 と、泣く泣 くお たつ ね した唯円に 対 して聖人は、　「親鷺もこ の 不審 ありつ るに、唯円房

お な じこ こ ろに て あ りけ り。 よくよく案 じみ れば、天 にお ど り地 にお ど るほ どに よろ こ ぶ べ きこ と

を、よろこ ばぬ に て、 い よ い よ往生は一定 とお もひ たまふ ぺ きなり、よ ろ こ ぶ べ き こ こ ろ をお さへ

て よ ろ こ ぼせ ざるは煩悩の 所為な り。 しか る に 、仏かねて しろ しめ して 、煩悩 具足の凡夫 とお ほせ

られた る こ となれ ば、他力の悲願 は、か くの ごときの われ らがため な りけ りと しられ て 、
い よ い よ

た の も しくお ぼ ゆ るな り。 また浄土 へ い そぎまひ りた きこ こ ろの なくて 、い ささか所労の こ とも あ

れ ば、死 なんずるや らん とこ こ ろぼそくおぼゆ る こ とも煩悩の 所為な り 。 久遠劫 よ りい ままで 流転

せ る苦悩の 旧里 はすて がた く、い まだむまれ ざる安養の 浄土 は こ ひ しか らず さふ らふ こ と、まこ と

に よ くよ く煩悩 の 興盛 に さふ ら うに こ そ 。 な ごりお し くお もへ ど も、娑婆の 縁 つ きて 、 ち か らな く

してお は る と き に 、 か の 土 へ は ま ひ るべ きな り。 い そ ぎまひ りた き こ こ ろな きもの を、 こ と に あは

れ みた まふ な り 。 こ れ に つ けて こ そ 、
い よ い よ大悲大願は た の も しく、往生 は決定 と存 じさふ らへ

。1
と仰せ られて お ります が、煩悩具足 の 凡夫と 、 弥陀は かねて是認 （しろ しめ）して 、その 者を救わ

ん が た め に 本願 をおた て 下 さ っ た の だか ら、それ をたの もし く思 っ て 念 仏 せ よ 、 とすす め られ る

ので あります 。 こ こ に 、煩悩 具足の 者 なればこ そ、弥陀の大悲大願 に よ っ て 救 われ る の だ とい うこ

と に 疑を抱 か ない 聖人の 信心 が あ っ た 。 而 して 煩悩 熾盛 の もの をみすて ぬ弥陀 の 本願が聖人の 信心

となり、それが准円を して、本願 を信 じ 、 懺悔の 涙 と共に 仏恩報謝の 歓喜の 念仏 をせ しめた こ とで

あ ろ う。

　親鸞聖人 は 、 か くの 如 く、あ らゆ る人々 に 対 して、常に はや さ し く、い た わ りの ある言葉で 導び

か れ た の で あ る 。

　そ の 信心 に ふ れ 、 その 言葉 に あ っ た人 々 は、或 る者は直ち に 、 或 る者 は い っ か は 、逆 謗の 自己 を

廻 心 懺悔 し、本願念仏 に救 われて い っ た こ とで あろ う。

75
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　然 るに 、 親鸞聖 人 八 十三才の建 長七 年六 月二 日 に 書か れた 『尊号真像銘文」　（略本）には、　「唯

除五逆誹謗正法 』の こ文 に つ い て 、 「唯 除は た だ の ぞくと い ふ こ とばな り、五逆の つ み びとをき ら

い
、 謗法 の お もきとが をしらせ む とな り。

こ の ふ た っ の っ み の お もき こ と をしめ して 、十方
一

切 の

衆生 み なもれず往生す べ しと しらせ む となり。）
50「

と記 さ れ て あ り、こ こ で こ の 「ただ の ぞ く」 と

い っ た語勢は 、 教行信証信巻の五逆謗法の 者 に 対す る記述の と こ ろに は 、っ い そみ られ なか っ た き

び しさ を持 っ て い る とい えよ う。

　建長七 年と い えば、い わゆる善驚の 事件 が想起 され、彼 が東国 に お ける親鸞の 有力門弟を、い わ

ゆる造悪無碍者と譖 告した こ とに端 を発 して い る 。

　造悪無碍 に 直接関係す る消息をあげる と、　『末燈鈔 』所収 の第十六、第十九、第二 十通の 三通 と、

『御消息集 』所収 の 第四、第五 、第六 、第七 通 の四通 と、　『真蹟書簡』　「か さまの念仏者の うた が

ひ とわ れ た る事」
一

通の 計八通で あろう。

　まつ 『末燈鈔』所収の 三通 は、内容 か らみて 関連の あ るもの で あろ う。 こ の 三通中、 第十六通 は

造悪 無碍の 張本人 として 常陸北郡の 善乗
一

人 だけ をあげて い る の に 対 し 、 第十九、第二 十通 は善乗

以外 に、信見 をも造悪無碍者 とし て 数 えあ げて い る。

　而 して第十六通
5D

には、 「悪 はお もふ さまに ふ る まふ べ しj と云 っ て い る者に対 して、 「かへ す

がへ す もあ るべ くもさふ らはず」 と云 い
、

こ の ような者は先づ第一 「聖教の お しへ も しらず 。 また

浄土 宗の まこ と の そこ をもしら」ざる放逸無慚の者で ある と、きび しく制せ られ、か か るもの に 「

つ ゐ にあひ む っ る こ となくて や み に しをばみ ざりける に や」 と、きわめ て きび しい 語勢が うかが わ

れ、事と次 第に よ っ て は、汝 をもそ うす るぞ と きめつ けて い る 。 さ らに
、　「さ れ ば善導の 御 をし5

に は、悪 をこ の む ひ と をばつ つ しん で とをざか れと こ そ 、 至誠心 の な か に は を しへ をかせ お はしま

して さふ らへ
。 い っ か わ が こ こ ろの わろきに まかせ て ふ る まへ とは さふ らふ 。 おほ か た経釈をもし

らず、如 来の御 こ とをも しらぬ身 に 、ゆめ ゆめ その 沙汰 あ る べ くも候はず e］と、 その い ま しめ の 根

拠 を明 らか に して 下 さ っ て あ る 。

　 こ こ で 、お ほ かた経釈 をもとい うは、ひろ く考え ると
一般的 な教 と な るが、特 に云 えば信巻末に 、

唯除五逆 誹謗正法の 重 い 罪咎を具 に教へ られ て あ る経釈をさ して い る の で あろ うとい う考 え
5M

もあ

り、　「如来の 御 こ と」とはすなわ ち 「唯 除五逆 誹謗正法」の お言葉で あ ろ う。

　 また こ こ に出て くる善乗房は 、 博奕 、大酒、親不孝、毀師、法義の心 得誤 りの 五 失が あ っ たと い

うこ とで あ る評 されば絶交 され 、 遠 ざけ られた こ とで あ ろ う。

　而 して 第十九通 目に は、　「善知 識 をお ろか に お もひ、師をそ し るもの をば謗法の もの とまふ す な

り。 親 をそ しるもの をば五逆の も の とまふ すな り 、 同座 せ ぎれ と さ ふ らふ な り。さ れ ば北の 郡 に さ

ぶ らふ し善乗房は親 をの り、善信 をや うや うに そ し りさふ らひ しかば 、 ちか づ きむ つ ま じくお もひ

さふ らはで、ちかづ けず さふ ら ひ き」
54

とあ り、また 第二 十通 目に も、　「こ の 御な かの ひ とび と も

少 々 は あ しき さま なる こ との き こ え候め り。 師 をそ し り 、 善知識 をか ろ しめ 、同行をもあなづ りな

んど しあ は せ た ま ふ よ し き候 こ そ、あさ ま しく候 へ
。 すで に 謗法 の ひ とな り、五 逆 の ひ とな り、な

れむつ ぶ べ か らず 。　『浄土 論』 と まふ すふ み に は 、 かや うの ひ とは 仏法信ず る こ こ 6一の な きよ り、

こ の こ こ ろはお こ るな りと候 め り。 また 至誠心 の なか に は 、 かや う に悪をこ の まん に は、つ つ しん

で と をざ か れ、ちかづ くべ か らず とこ そとか れて候 へ
。］

5S
と、造悪 無碍 、五 逆 謗法 の 者 に 対す る
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o

きわめ て きび しい 聖 人 の 言葉 をみ る の で ある 。

　また、　『親鸞聖人御消息集』所収 の 第四 （九 月二 日付 「念仏の 人 々 の 御中へ 」建長七年か 一説 に

同八年）に は、　「ただ し念仏の 人、ひ が ごとをまふ しさふ らは ば、その 身 ひ とりこ そ地獄 にもお ち、

天魔 ともなり さ ふ らは め」
4el

と仰せ られ、第五 （九月二 日付慈信宛、建長七年か ？）に ば、　「こ こ

ろ よ り病 をす る 人は天 魔と もなり、地獄 に もお つ る こ とに て さふ らふ べ し 。］とも、 「詮ず る とこ ろ、

ひ が ご と まふ さ ん 人 は 、そ の 身 ひ と り こ そ、 と もか くも な り さふ らは め 」
4n

と も仰せ られ 、

謗法 の 者 は救 い ようが ない か ら、 その 身ひ と り地獄に 陥ち るな り、ど うに で もなれ、と極め て あ ら

あ ら しい お言葉 をお 用 い に なっ て い られ る 。

　さらに建長八年五月廿九 日附慈信房勘当の 書簡に は 、　「第十八 の 本願 をば、 しぼめ るは な に た と

えて 、人 ご とに み なす て まい らせ た りと き こ ゆ る こ と、まこ とに は うぼふ の とが、 又五逆の つ み を

こ の み て 、人をそむ じまどわ さる る こ と 、 か な しき こ とな り 。 こ とに破僧の罪 とまふすつ み は、五

逆 の その
一

な り。 親鸞 に そ らご とをまふ しっ けた るは 、 ちぢ をこ ろす な り 、 五逆の その
一 なり。 こ

の こ とどもつ た え きく こ と 、 あさま しさまふ す か ぎりなけ れば、い まはお やとい ふ こ とあ る べ か ら

ず、こ とお もふ こ とお もい き りた り。 三宝 、神明 に まふ しき りお わ りぬ 。］
5M

とあ り、わが子 まで が五

逆 謗法 の 造悪無碍者で あ っ た こ とを知 っ た とき、その 悲 しみ は極度 に 深 ま っ た こ とで あろ う。 泣 く

泣 く勘当 を言 い 渡 された こ とで あ るが、　「三宝、神明に まふ しきりお わ りぬ 」と、永遠 に許 し得 な

い 憤 りをもっ て 書 き送 られ た こ と で あるが、その 心底 に は 、我 が弟子 どこ ろか、わが子 さえ救 い 得

なか っ た 人間愛の 「か な し さ」が 、親鸞 の胸奥 を狂 お し くせ め つ づ け て い たこ とで あろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よび　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　き

　梵網経 巻下 には 、　「菩薩は外道 及以悪人 の
、

一
言も仏 を謗る音声を見 い て は 、三 百の 鋒もて 心 を

刺す が 如 くな る べ し ql
　
sM

とあり 、 今聖人 の お心 も全 く同様で あ っ た こ とと推察 さ れ る の で あ ります 。

　而 して 涅槃経梵行品第八の 二
1el

には、菩薩 は大乗 （正法 ）を誹謗す るもの が あれば 、 罰を与えて

で も 、 時に は その 命を奪 っ て で もこ の 者の 誤 りを正すが 、
こ れは決 して罪ゆ えの罰で は なくて 、愛

す るが故 に 、 救わ ん がた め に 、 そ の 反省を求め て い るので あり 、 また時にあ らあ ら しく、その 言葉

を衆生 が好 まな くとも 、 それが衆生 の ため に なる こ とで あ っ た ら、 あえて それ を説 く 、 とあ ります

が、今聖人 も全 くこ の 菩薩の 心 を心 として、泣 く泣 く勘当 され、遠 ざけ られ た こ とで あろ う。

　而 して、普通の 悲 しみ は時が経 っ にっ れて薄 ら ぎ、時 に はたの しい 想 い 出 と さえ なる。 併 し 、 了
一

を勘当 した親 の 心は、却 っ て時 と共に その悲 しみ は深 まるの で ある 。

　尊号 真像銘文 （略本）をお書 き に な っ て か ら三年後、善鸞を勘 当 して か ら二年後の 正嘉二 才戍午

六 月廿八 日、親鸞聖人八十六 才に お書 きに な っ た尊号真像銘文 （広本 ）には 、　「唯除と い ふ はただ

の ぞくとい うこ とば也 。五逆 の つ み び とをき らい 、誹謗の お もき とが をし らせ む と也 。

………」
5S）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ うぼ う　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 ひぼ う

とあ っ て 、さ きに 酪 本』に 「謗法」 とあっ た と こ ろが、　 『広本』で は 「誹 謗」と書 きあらため ら

れ て あ り、勿論同意義の 語で あ りなが ら、前者 の 「ホー
ボ

ー
」に比 して 後者の 「ヒ ボ ー

−1 に 、き び

し い なに もの か を感ず る の は私一人で あろ うか。

　而 して教行信證化身土巻 （本 ）に は、涅槃経 を引用 して 、 「善男子、第一
真実 ノ 善知識 ハ 、所謂

菩薩 ・諸仏 ナ リ。世尊 、 何 ヲ 以 ノ 故 二 、常 二 三種 ノ善調御 ヲ 以 ノ故 ヘ ナ リ。何等 オ カ三 トス ル
。

一一

ニ ハ 畢意軟語 、ニ ニ ハ 畢 意呵 責、三 ニ ハ 軟語 呵責ナ リ。」
5el

とあ り、こ こ で畢 意軟語 とは 行 き届 い た

る や わ ら か な語、畢意呵責とは根本的呵責、軟 語呵 責 と は 軟語 と呵 責 とを時 に応 じて 兼用す る こ と

3M
、で あろ う。
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　而 して、根本的呵責、徹底 して呵責で きるの も、それ らを真に救わず にお か ない と い う熱情 と、

必ず救 い 得 る力 （功徳 ）をもっ た真の 善知識、即 ち諸仏 ・菩薩なれ ば こ そで あろう。

　 また呵責す る時 、 真の 師はその 弟子の 、そ して親 はその子 の 、その 現在の 罪咎は云 うに 及ばず、

その 罪業の 行末 をも自己の 責任 として 背負 っ て い るの で あ り、な さぬ 仲の 、義理の親 は 、 か くもわ

だか ま りなく叱 る こ とが で きたで あろうか 。 子の 罪業 とその 行末を知 りな がら 、 ま だ何故か それ を

畢 意呵責す る こ とに陦躇す るで は ない か 。

　親鷲聖 人 は その 門弟を愛す るが故 に、その 子 をあわれ むが 故に 呵責す る の で あ ります 。 而 して 御

消息集第六 に 、　「か へ すが へ す なげきおぼへ さふ らへ ども、ちか らをよばず さふ らふ 一160「と悲歎さ

れ、 「かや うに悪 をこ の まん に は、っ つ しんで とをざか れ、ちか づ くべ か らず と こ そ とかれ て 候 へ 」

5田 と 、 口 で は つ き離すよ うに云 われ ながら、　 「悪 をこ の む ひ と に もちかづ きなん どす る こ とは、浄

土 に ま い りて の ち衆生利益 に か へ りて こ そ、さ や うの 罪人に も した しみ 、 ち か づ く こ とは候 へ
。 そ

れもわ がは か らひ には あ らず。 弥陀の ちかひ に よ りて 御たすけ に て こ そ、おもふ さまの ふ る まひ もさ

ふ らはんずれ 。］
SS

と、その 逆 謗の 罪 業の 行末 まで も 背負 っ て み すて な い が 故 に 呵責す るの で あ

り、 あらあ らしく突 き離す こ とがで きる の も、浄土往生の の ち必ず救 うそ との 熱情 と、必ず救 うこ

との 出来 る弥陀の功徳 を信ず ればこそで あろ う。

　而 して その 呵責を通 して現 実の 自己 を洞察せ しめ られ た時 、 は た して 自身に真実の 心 、 賢善精進

の 心 、 慚愧の 心 、 大慈大悲の 心 を見出 し得た で あ ろ うか 。 そこ に は む しろ、如来に畢意呵責 されね

ばな らぬ ご 自身を見出 された こ とで あろう。

　尊号真像銘 文 （広本）をお書 きなされた同 じ年の 九月廿四 日に記 された とす る愚禿悲歎述懐和讃
61｝

に は 、

　浄ニヒ真宗に帰 すれど も、真実の 心は ありが た し

　虚仮不 実の こ の み に て　清浄の 心 もさ らに なし

　外儀の す がた は ひ と ごと に、賢善精進現ぜ しむ

　貪瞋邪偽 お ほ き ゆへ 、鼾詐 ももは し身に み て り

　悪性 さ ら に や め が た し　 こ こ ろは蛇蝎の ごと くな り

　修善も雑毒なるゆ へ に 、 虚仮の 行 とそなづ けた る

　无慚无愧の こ の み に て 、 ま こ と の こ こ ろは なけれ ども

　弥陀廻 向の 御名なれば、功徳 は十方 に み ちた まふ

　小慈小悲もなきみ にて、有情利益 は おもふ まじ

　如 来の 願船い ま さずば 、 苦海 をい か で かわ た る べ き

　蛇蝎萎干詐の こ こ ろ に て 、 自力の 修善は か なふ ま じ

　如来の 廻向 をた の まで は 、 无慚 无愧 に て は て ぞせ ん

と 。

　か くて 悲歎 がやが て 仏徳の 讃嘆 に変 り 、 正法 に帰 す べ き こ と をすす め られて い る の で あります 。

・

　去 りゆ く門 弟の 行 末 を案 じて 本尊、聖教 を奪 い 返 さず、また五逆 謗法の 者 を念仏 と共 に祈 る こ と

も親臠の 真実の 慈悲 なら、それ らを呵 責す る の も真 実の 慈悲の 発露で あ る 。

　而 して 、愛す るが故に その 門弟 を呵 責 し、わ が子 さえ呵責 、 勘 当せ ず に居 れなか っ た悲痛 を通 し

て、い よ い よ 「唯除」ときび し く呵責 され る弥陀大悲の 願 心 に ふ れ 、 感泣された こ とで あ りま し ょ

o
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う。

　 こ の涙 こ そ、那先比丘経 巻 下に 「其の 仏の 経 道 を聞 き て涙出つ る 者は 、皆慈哀の 心 有 り、世閙 の

勲苦 を念ず」
62〕

る涙で あ り、こ の涙 こ そ
一

切 の もの を弥陀の 本願 に 導び き入 れ る甚大な る福徳 とな

り、力と なる こ とで あ う。

　　　　　　　　　　　　第六章　キ リス ト教に 於ける 神の怒 り

　北森嘉蔵
53〕
は神の愛 につ い て 、その 全体は 「神の痛み に基礎づ け られ し愛」の 中に含 まれ る、と

い う。

　而 して神の愛 は当然 その 愛 を受 くる に ふ さわ しい 者に そそが るべ きで あるが、人間は叛逆 と罪 と

に よ っ て神の 愛 に ふ さ わしか らざる もの とな っ た 。 こ の 裏切 りに対 し、神 は放擲す る こ とに よ っ て

怒 りを示 され た 。 併 し こ れは 愛すれ ば こ そで あ り、怒 るべ き相手 を真実 に怒 る こ との 出来 ない の は、

根源 的 な愛 が な い の で あ っ て 、む し ろ軽蔑 され る可 きで あろ う。

　 とこ ろが その 神が揆 くべ き者を揆かず して 、こ れ を包み 抱 きた もうた こ と に よ っ て 、 痛み をも ち

給 うた の で あ り、恥 を負 われたの で ある 。

　神 に と っ て 、 罪 は如何 に し て も赦 し て は なら ぬ もの で あり 、 「罪は神の 死であ る。 罪 が死 なねば

神 が死 なねばならぬ ql 。 しか もこ の 神が こ の 罪 を赦 し給 うた 。

　 こ の 神の 痛み は 、 赦 す べ か らざる者を赦 した こ とに お い ての痛 みで ある と同時に 、 また 、 救 わ れ

ざる人間 の ため に 、 神の 愛す る独 り子キ リス トを、その 神の 愛 よ り離 れ 出で しめ、苦 しみ の 中に 入

れ しめ て 、 我 々 に 代 っ て 神の 怒 を負 わしめたこ と の 痛み で あ る 。 即 ち、キ リス トの 贖罪で ある 。

　我 々 は こ の 恩寵 の かた じけ なさに搖り醒 ま され 、 真実 に 自己の 罪 を悔 い 、神の 痛み に仕えん とす

るに至 る 。

　か くて 赦 しの 愛た る痛 み が、罪人 をば神 に 全 く従順な る者 として征服す る、即 ち再 びキ リス トと

共に 神の 子 と せ られ る こ とに よ っ て 、か え っ て 真実の 神 らしさを発揮 し給 うので あ る 。

　神は キ リス ト
’
を死 よ り解 き放 ち給 うた 。 そ して主は天 に昇 り、父 なる神の 右に坐 し給 うた 。 即 ち

イ エ ス ・キ リス トが死よ り復活 した の で あ り、こ の 時始めて神 は その 痛み を癒 され給 うたの で ある 。

　こ こ で こ の 怒の神をこ の 愛 の 神に 転ぜ しむる もの は 、イ エ ス が神の 怒 を負 うて 十字架 に 死に 給 う

た事実で あ り、　「か しこ に 我は われ を撃 つ 神の怒を見 る」 と云 っ て い る 。

　また倉田百三
6al

は、愛す るな らば責め ね ば ならない 。 それは赦 さぬ の と は違 う。 他 人が い か なる

悪 事をなして も、それは赦 さね ばな らない 。 し か しい か なる小 さ な罪 も責め ねば ならない
。 宗 教は

こ の 二 つ の性質を兼ね備 えた もの で あ る。キ リ ス トは い か な る罪をも赦 した 。 しか し罪の価 は死 な

りと言 っ た 。 罪 の裁判は で きる限 り重 くな くて は ならない
。 そ して その 重 き罪 は全 く赦 されね ば な

らな い 、と云 う。

　世 に も深 い 罪 を犯 して 自殺 し た子 の埋 め られた と こ ろの 土 をたた い て 、 か き くどい て叱 り．責めて

い た親 が、その 前 に 、折 っ て きた野 草 をた て て 泣い て 手 を合わ せ て い た と い う記事を見た正親 含英

は、墓 をた た い て叱 っ て くれ る の も親 、野草 を立て て 泣 い て 手 を合わ せ て くれ る の も親 、親の 大悲

に違 ひ はない 。たた い て 叱 る が故 に 捨て ら るの で もなく、手 を合わ され た か ら許 された の で もない
。

捨て る こ と の な い 大悲 は 、許す こ との な い 犬悲で あ る。許 すこ との ない 大悲に 、罪 も悩 み も摂 め取 ら

れ て ゆ くの で ある 。

70
と感嘆 して い る 。
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　真に愛す ればこ そ罪は責め られねばな らない こ とは勿論で ある 。 併 しそ れは捨て ・か えりみ ぬ の

とは違 う。 併 し神 は人 々 に 代 っ て その
一

人子キ リス トに その 怒 りを負わ しめた とい う。

　併 し弥陀は直接わ れわ れ逆 謗の 者 を 「唯除」 ときび しく抑止、呵責 して い るの で ある。それ はわ

れ わ れ こ そ弥陀の
一

人子 だ っ た か らで あ る 。 それ は親鸞聖人 が 「弥陀の 五劫思 惟の 願 をよ くよ く案

ずれ ば、ひ とへ に親鸞一人 がた め な りけ りel 　
65＞

と嘆ぜ られて い る をみ て もうなづ けよ う。

　ま た親鷺聖 人は 、善鸞をわが子 な るが故 に勘当 し、犠牲 に して 門弟の みせ しめ に した の で は ない
。

事実造悪無碍 の 者 をきび しく呵責 されて い る こ とは前掲 した とお りで あ る 。 それは聖人が その 子 を

も門弟 をも同 じように真実慈愛 して い た か らで あろ う。

　前に も述べ た よ うに、聖人 は造悪無碍 な る門弟や我が子 に対す る呵責を通 して 、い よ い よ 「唯除

」 と呵責 される弥陀の願心 にふ れた こ とで あろ う。呵責する親鸞 には弥陀の 願心が働 らきかけて い

る。され ばこ れ らの 者を念 じて 申す念仏に
、 「い そ ぎ仏 に なりて 思 うが如 く衆生を利益す る心情 も、

か らくりも、極速円満 に 成就 されて あ っ た」
33）

こ とで ありま しよ う。

　　　　　　　　　　　　　　　第七章 総 　 　 　 　 括

　衆生救済の 根本の 誓願 で あ る弥陀の 第十八願に 「唯除五逆 誹謗正法」即 ち 「唯五 逆 ト誹謗正 法 ヲ

除ク」 とあ る に つ い て 、 すで に 犯 した罪は摂取する が
、 未だ 犯 さざる罪 を犯 させ まい と して の 抑止

で あ る と か
、 謗法罪は救 われ よ うもない 重罪で ある か ら、こ れ を犯 した者は救わ れ な い が

、
こ れを

犯 して ない もの は救 われる とか、或 はこ れ は釈尊 の抑止 で あ っ て 、弥陀の抑止で は ない とか、色々

の 説がある 。

　而 して経 に は五 逆謗法 の罪 は重罪で あ るが 、 併 し釈尊は その 罪 をも分別 す る こ とな く抜済す べ し、

と仰言 っ て い る し、菩薩 も貧窮の 者 （心 まず しき者）をみ る こ とな しに慈心 をお こ す こ とはな い で

あろ う、とある 。 また諸仏 ・
菩薩は、五逆 ・謗法 ・闡提 に 、 こ と に あ われみ をい だ い て い る 。

　仏 は衆生 をみ る こ と、親 が その 一子 を愛 する如 く、謗法の 者の その 罪業 ゆ え に地獄 に堕 ち る もの

をも摂取 し、地獄 に お とす こ とは な い 。

　 しか も本来憂悲苦悩の ない 如 来で あ りなが ら、衆生 の ため に憂い 悲 しみ 、 それを苦とされな い ば

か りか、衆生 とその 悲喜 を共 に され 、衆生 に過 ちが あれ ば直ちに それ よ り救 い 、その 罪 の根 を抜 い

て 将来に そ の 罪業の 苦を受 け させ ま い とす る。

　それ で もその 罪業の 故に地獄 に堕 ちる よ うな こ とが あれば、衆生の 堕ちゆ く先 に応 じて そこ に現

われ、決 して み すて る こ とは な い
。

　また衆生 が諸悪 を行 い 、悪衆生の た め に傷害 され て も苦 とせ ず 、 終に瞋を生 じて罰を与 える よ う

な こ とは ない ばか りか、衆生 を救済 して それを意識す る ようなこ とは な い し、また それ は利養の 為

で もな い
。

　然 る に衆生 は、そ の 仏 の み心 が能 く救 い た まう こ とを知 らない か ら、謗法の 罪 をつ くるの だ 。 併

し、それす ら仏 はすで に許 され て い た の で ある 。

　而 して 諸仏 は常 に は軟語 をも っ て 衆生 を導びか れる が、時 に は あ らあ ら しい 言葉で導 びか れ る こ

ともあ る 。 併 し、そ の い つ れもが真実 か ら出た言葉で あ る と い う。

　菩薩 も正法 を護 る ため に 、正法 を誹謗する者 が あれば 、罰 を与え て で もそ の 誤 りを正すの で ある 。

併 し決 して 、た ・“罰 を与 える の で は なくて、反省 を求 め、救 わん が為に罰す る の で ある 。
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　また諸仏世尊 は、衆生 が好 まない 言葉で あ っ て も、
一

切衆生 の 利益 になる言葉で あれ ばあえて こ

れ を説き 、 釈尊が時に きび しく罰 し、お それ を抱 かすの も、 す べ ては衆生 を慈愛するか らで ある と

い う。 され ば 、
こ れ は制戒 さ る可 き所謂麁悪語で はなくて、 「お叱 り」 と受 け と るべ きもの で あ ろ

う。

　善導 も、釈迦 ・弥陀二 尊を区別 して お らず、されば、摂取 と抑止 を、諸仏 （釈迦 を含め て）、菩

薩 と弥陀 とに 区別 して 考 える可 きもの で あ ろ うか 。

　弥陀は、無始ヨ リ コ ノカ タ乃 至今 EI今時 二 至ル マ デ 、穢悪汚染ニ シテ清浄 ノ心無 ク、真実 ノ心ナ

キ衆生 ノ相 ヲ悲憫 シ テ菩薩 ノ行 ヲ行 ジ タ マ イシ時 、 三 業 ノ所修
一

念
一

刹那モ 清浄真実 ナラ ザル コ ト

無 ク 、 疑蓋雑iル コ トナ ク 、 利他真実 ノ欲生心 ヲ以 テ衆生 二 廻施 シ 、
こ の 至心 ・信楽 ・欲生の三 心 が

衆生の 真実信心 となり、これは 必ず名号 を具す るので あ ります 。

　而 して こ の 称名は 、 即 ち嘆仏 で あ り、 懺悔で あ り、
こ の懺悔の 場 に 於て 、 「唯除五 逆誹 謗正 法 1

の こ文 が、何の抵抗 もなく、その ま ま弥弥 の抑止 として受 け と られ る の で あ ります 。

　そ し て その と きま で 障碍 をな して い た 自我が
、 随順的 に崩壊 し、歓喜 と共 に

、 大 い なる ご廻 向の

力が真に活 く可 き方向 に向 っ て働 き出すの で あり 、
こ れが発願廻向で あ り、また衆生の 慈悲行 と も

なる の で あ ります 。

　すで に善導 に於て そ うで あ っ た よ うに、親鸞聖人 も、真実大悲の本願 にふ れた とき、こ の 「唯i除

」の こ文に 、 随順的 に 「五 逆 誹謗正 法」の ご自身 を洞察 ・懺悔 され ると同時 に 、 その 者の た め に 、

名号 こ そが 「悪 ヲ転 ジテ徳 トナス 円融至徳 ノ嘉号」で あり、難治の機 に とっ ての 瞻病随意の 医薬で

あっ た こ とを慶喜されたの で あ ります 。

　如 何なる 者も五逆謗法の 罪咎を犯 して い な い 者は い ない
。 而 して 、 それをか ねて よ り し ろ し めて

の 弥陀の 真実大悲の 誓願 に ふ れた者は誰で も、 歓喜と共 に 、 随順的に 自我が崩壊、即 ち深 い 懺悔に

導び き入 れ られ る筈の もの で あ る 。

　親 鸞に と っ ては 、弥陀 の本願 が その まま釈尊 の 説教で あ り、善導、法然の おす ・めで あ っ たこ と

を思 うとき、曇鸞の説 も、善導の説も、直 ちに弥陀の直説で あっ たろ うし、　 「唯 除」の 抑止 に、弥

陀 と釈迦の 区別の あろ う筈は なか っ た の で あ る 。

　人 は、その罪 が赦 され 、 受容 されて い る と聞 くと、何 をしで か して もよ い よ うに思 っ た り、時に

それをする こ とを催促 されて い るよ うに思 っ て悪 しざま なる行為 に走 っ た り、 「唯除」 ク 、 と の お

叱 り に あうと 、 永遠に往生の 道 が 断た れ て い るよ うに思 っ て それを否定 しようとす る 。 彼等は 、 泣

い て叱 っ て い る親の 心 がわか ら ない と同様 に 、 実 は弥陀 の本願 が信ぜ られて い ない の で ある 。 信心

がひ らけて い ない の で あ る 。

　親鸞の 慈悲は 、 自分か ら遠 ざか っ て行 く門弟に対 して も瞋恨の念 なく、念仏 をそし り、さまた げ、

止めん とす る もの に も、弥陀に 必ず救 わ れる こ とを念 じて念仏 し、煩悩興盛なる弟子に 対 して も弥

陀の か ねて か らの 是認 ・受容を説い て信心 を開発せ しめ られ るので あ ります 。

　聖人は 、
か くの 如 くあ らゆ る人 々 を、常にはや さ しくい た わ りある言葉で導びか れた 。 その 心 に

ふ れ、そ の 言葉 にあ っ た者は、或 る者 は直ちに 、そ して或 る者は い つ か は逆 謗の 自己、煩悩熾盛の

自己 を廻心懺悔 し、 本願念仏 に救 わ れ て い っ た こ とで あろ う。

　然 るに建長七年に書かれ た尊号真像銘 文 （略本）には 、唯除五逆 誹謗正 法 につ い て、　「唯除 はた

ぐ の ぞ くとい ふ こ とばな り」 と、何時 に な い きび しい 言葉で 記 されて い る し、 また造悪無碍 者 をい

ましめ る手紙 には 、 それ らをきび しく呵責 せ られ 、か っ て な い あらあらしい 言葉をお使 い に な っ て
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い る 。

　而 して その子善鸞 まで が五 逆 謗法の 造悪無碍者で あっ たこ とを知 っ た時、泣 く泣 く勘当 を言 い 渡

きれたこ とで ある が 、 こ れ は真の菩薩 の精神で あ っ て、罪ゆ え罰す る の で は な く、 愛す る ゆ え に そ

の反省を求めて い る の で ある 。

　善鸞を勘当 して か ら二 年後に、尊号真像銘 文 （広本 ）をお書 きに なっ て い る が、略本で 「謗法」と

ある箇所 が 「誹謗」 と書きあ らため られ て あ り、後者 に きび しい なに もの か を感ず るの は私
一人 で

あろ うか 。

　而 して その 門弟を呵責 し、わが子 を呵責せずに 居れ なか っ た悲痛 を通 して親驚聖人 は、い よい よ

「唯除五逆 誹謗正法」 ときび しく呵責 され る 弥陀大悲の 願心 に ふ れ られ た こ とで ありま しよ う。

　呵責す る親 鸞に は、か くの 如 く、 弥陀の 願心が働 らきか け て い る 。 され ば彼等を念 じて 申す念仏

に 、 「い そ ぎ仏 に な りて思 うが如 く衆生 を利益す る心 情 も、 か らくりも、極速円満に成就 されて あ

っ た」 こ とで あ りま しよ う。

　キ リス トの神は 、 真に愛するが故 に 、 愛される に価 しない 人々 に怒 りを現 わ され た 。 併 し神 は そ

の 人間 をゆ る し、 その 怒 りをその
一

人子 キリ ス トに代 っ て背負わ しめ た 。 それは人間は その 神の 痛

み に さえ気づ か ない 存在だ っ た か らで あろ う。

　併 し親鸞は 、 善鸞をわ が子 なる が故 に勘当 し、犠牲 に して門弟の みせ しめに したの では ない
。 門

弟 の 逆謗をもきび しく呵責 した 。 それ は聖人 が、その 子 をも門弟をも同 じよ うに真実慈愛 して い た

か らで あろ う。

　弥陀 は、　「唯除」 ときび しく逆謗の衆生を呵責 した 。 そ れは こ の 衆生 こ そ弥陀の 心 を深 く痛 め る

その ひ と り子で あ っ た か らで ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　第八章 　結　　　　 論

　衆生救済の 根本誓願で ある弥陀の 第十八願 に 、　「唯除五逆誹謗正 法」 とある に つ い て諸説が あ る

が、釈尊にせ よ 、 諸仏 ・諸菩薩に せ よ、その 衆生 に対 して の 真実大悲に 変 りは なく、 また弥陀の 直

説をそ の ま ・伝え て い る こ とを想 う時、こ の 「唯除」の こ文だけ に つ い て 、 釈迦 ・弥陀 を区別す る

こ とは、理 に合わ ない
。

　衆生 の 中に は 、
い か なる者をも救 うと い えば何 を しで か して もか まわ ぬ と思 い 込んだ り、或は そ

れ を催促 されて い るか の 如 くに思 い 誤 っ て造悪無碍 なる行動に走 る もの もい る 。 また少 しく人間 ら

しい 俗 っ ぽい 理性 の持主 は、 「唯除」の こ文 を弥陀の抑止 とする と衆生 の 往生 は塞 がれて い るよ う

に思 っ て、釈迦の 抑止 と思 い 込 もうとす る 。
こ れ らは共 に本願が信 ぜ られ て い な い の で ある 。

　唯除は弥陀の きび しい 「お叱 り」 で ある 。 すで に善導 に於て そ うで あ っ たよ うに 、 大悲の願心 に

ふれ て唯除 さ る べ き自身 を深 く懺悔 した親 鸞は、随順的 に自我 が崩壊 して 、 その 者を救わん と の 弥

陀大悲 に感泣 して い るので ある。

　 さ らに親 鸞は、造悪無碍 なる逆謗の 門弟や我 が子 に対 する 呵責 を通 して 、
い よ い よ 「唯除」 と き

び しく呵責 され る弥陀 の 願心 に ふ れ た こ とで あろ う 。 呵責す る親鸞には弥陀の 願心 が働 ら きかけて

い る 。 され ば彼等 を念 じて 申す念仏 に 、　 「い そ ぎ仏 に なりて思 うが如 く衆生 を利益す る心情 もか ら

くりも、極速円満 に成就 され て あっ た こ とで ありましよう。

　 「唯除」 は 「五逆 謗法」の 者 に対す る きび しい 弥陀の 「お 叱 り」 で ある 。 それ は こ の 者 こ そ弥陀
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の 心 を深 く痛め るそ の ひ とり子 だ っ
た か らで あ る g，

合　 　掌

　　　　　　　　　　　　　　　　〔附〕親 の 在 り 方

　Angyalは、すべ て 人は安定感を要求 して い る とい う。 即 ち、経済的安定、環境の 安全 、 仲間 に受

け入 れ られて い る とい う保証、他人 の 愛情 に囲まれ た安定 などで あ る 。

　特に幼児には、経済的 、職 業的 問題 は な い が
、 愛情が与 え られ 、自分が受 け入れ られ る と い うこ

とは 、 幼児の安定 に と っ て 何よ りも重要 なよ うで あ る 。 　　　　　　　　 −

　Arsemian は 、 実験的 に こ の 問題 を実証 し、 「不慣れ な環境に お か れ た子供の 安定感 を保 つ 最 も

よい方法は、保護 して くれ る親 しい 大人 が そ ばに い る こ とで ある」 こ と を観察 した 。

　こ の こ とは、Freudや Burlinghamに よ り 力強 く支持 された 。 彼 らは戦争の最悪期 に、ロ ン ドン

の H   pstead 養育院で 児童 を研究 した 。

　そ して爆撃 それ 自体 は、何 ら外傷的 シ ヨ ッ ク を子供 に与 え ない 、と述 べ て い る。 すなわ ち、「母親

や 親 しい 母親代 りの 人の 保護下 に ある な らば、子供 た ちは、た とえ爆撃にあ っ て も、それ によ っ て

特別 に影響を受け る こ とは ない よ うに みえる 。 彼 らは子供時代に おけ る他の 出来事と同様 な一一
つ の

経験 と して そ れを心 に留め て お くに過 ぎない 」。 自分の 家を爆撃された子 供 た ちが、London　 County

Council　Rest　Centersへ や っ て きた と き 、 そ れが真夜中で あ っ た こ ときえよ くあ っ た に も拘 らず、

家族 の 人 と
一

緒 に きた子供 た ちは 、殆ん ど興奮の 色 を示 して い なか っ た し、余計 な心配は全 くしな

か っ た 。 即 ち、彼 らは い つ もの 通 りに 食 べ 、眠 り、そ して よ く遊ん だ 。
こ れ に反 し、両親 と離 れ た

り、両親 を失 っ た りした子供 た ちは非常 な不安 な色を示 した 。 市街 か ら疎開 した子供 た ちは、爆撃

地帯か ら見ればは る かに 「安全」 で 、ず っ と衛 生的 条件 もよ く、は るか に よ い 管理下の 田舎 に 連 れ

て 行か れた の で ある が、それ に も拘 らず、　 「その よ うに子供の 生活全般を改善 してや っ て も、子供

を家族 の 人々 か ら離す こ と に較べ る と 、 それは余 り大 した問題で は なか っ た」 。
た とえ母親 と子供

とが絶 えず対立 したり、時に は 許供 に 対 して 苛酷で あ っ たり して も、 と に か く母親の そ ばに い る と

い うこ とは、他 の 何物よ りも安定 をもた らす もの で ある 。 而 して こ の よ うに 母親 が そば に い る と い

うこ とが必要なこ とで あ る とすれ ば 、 普通の 家庭で は不安定な子 供は い ない 筈で ある 。 と こ ろが 必

ず しもそうで な い と こ ろをみ る と 、 保護者で あ る大人 の 態度の 子供 に 及ぼす影響 も大で あ ろ う。 さ

れ ば Preston は安定感 を作 る三 つ の支柱 と して、愛情 、是認 （受容）、一貫性 を明示 して い る。

　Aichhornは オ
ース トリ ァ が共和国で あ っ た時代に、非行者 に対 し、それ まで伝統的に行 なわれて

きた非人間 的 かつ 懲罰的 な 「訓練」 を排 止 し 、 人間そ の もの を深 く理 解す る ことか ら始め た 。 何 事

がお こ っ て も当該児 とその こ とに つ い て話 し合 っ た 。 そ して たと え最悪の 犯 人 に対 して も、 許 す と

い う態度で の ぞむこ とが最 も有效 な方法 だ と云 っ て い る 。

　 しか しなが ら非行 を取 扱 う上で 最 も重要な意味 をもつ もの は 、 偶発的挫折 （casual 　break（iown）

を精神医学的 に取扱 うこ とで ある 。 子供の 問題の動機は、最初の犯行よ りもず っ と前か ら既存 して

い た わ けで ある 。

　親 に無視 された子供 は、非行 または敵意 ある攻撃 をも っ て復讐 す る 。 甘や か され た子 は その 甘 や

か した入物を征服す る こ とによ っ て復讐す る 。 また完全癖の あ る親 に よ っ て強制 された子供は 、 自

己に対す る不充足感 を根強 くも ち 、 自己罪業感をも っ て 生活 を送 る よ うに な る 。 こ れ らは真実で 自

然 な真の親 の 愛か らみ る と代用 品 で しか な い
。

66）
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　 なぜ な らば、拒 否的 な母親 は 、 何 とか 自分の 態度 を正当化 しよ うと して、子供 に こ れ こ れの欠点

があ るか ら受け い れない のだ と自 らを納得 させ 、受け い れ ない 自分と い うもの を認 めた くない か ら、

子 どもを完全無欠 なもの に仕上 げよ うとす る （完全欲 perfecti。nism ）か、何 とかその罪責感 をつ ぐ

なう為に 、 あらゆ る犠牲に お い て も子 どもの機嫌 をと り、その 「埋 め合わせ 」 と して の 甘やか し過

ぎ （補償的過保護 compensative 　overprotection ）をする よ うに なる
71＞

傾向が あるか らで あ る 。

　 こ ・に真実の 愛情 が強調される所以で あ る 。

　 また子 どもに とっ て親 が他人 と異 っ て 魅力が ある の は、子 どもの 将来 に 対 して 、他 の 誰 よ りも

optimistic （楽観 的 ）で あ っ て くれ る か らで ある。

67）

　過保護が常に拒 否的 な感情 に根 ぎ して い るとは 限 ら な い が 、こ れ は過度の 依存性 、 独立心 の な い

不安 な子 どもを作 り上 げ 、
こ れ らは その 由 っ て来 るとこ ろの 如何を問わず、子 どもの 情緒生活 には

有害な影響を与え、健全 な情緒的発達 を妨 げる結果を生 む こ と に な る、
71）

とい う。
こ れは子 ど もの

自主性 を全 く認め ない か らで、楽観的 な態度その もの は、子 どもの 自主性 を
一

面に於て は認 めて い

るの で ある 。
こ れ を私は是認或 は受容 とい うこ とだ と思 う。

　また指導者の 態度は 、口先、手先だけ の もの で あれば、敏感 なこ どもは必 ずそれ を感 じとるだ ろ

う。．一口 で い えば 、 誠意を こ め、こ どもた ちの しあわ せ の ため に全 力を尽 して骨折 ろ うとする態度

の 中に、自然に生 れて くる もの だ
OS）

とい わ れる 。
こ れ は親の 態度の

一
貫性 が強調 される所以 で ある 。

　而 して、過ちを犯 し た子 ど もを親が きび しく叱 っ て も、親 と子の聞 に愛情の きつ なが充分で ある

とき は 、 子 どもをそこ ね る こ とは な い で あろ う、
69）

とも云 われて い る 。

　経典 には 、 仏の こ とを子 に 対する親 のす がた で譬 えられて い る箇所が多い
。 こ れ は、仏 こ そわ れ

われ に 真の 安 らぎを与え るもの だ か らで あろ う。

　 また 前掲 した本文に於 て、仏 ・
菩薩 の慈悲 が親 が子 に対す る純粋 なる愛情 に なぞらえて説か れて

ある経 文等 を引用 した が、こ れは同時に 、 子 ど もに対す る真の 親の 在 り方 を指差 して い る 、 と云 っ

て よ い で あろう。

　それ に よ る と 、 真 の親心は 、罪や過 ちを犯 した子 どもを分別 す る こ と な く、 こ とさ らに あわ れ

み の 心 をお こ し、子 どもの た め に憂悲苦悩 して もそれ を苦 とせ ず、悲喜 を共に し、過 ちに お ち い る

よ うなこ とがあれ ば直 ち に それ よ り救 っ て 、将来 に それ を犯 したた めの 苦悩を受 け さ せ まい とす る 。

　また子 ど もが大変 な罪 を犯 し、如何なる社会的制裁 を受 け て も決 して みす て ず、悔 い 改 めて救 わ

れ度 い と願 っ た時は、い っ で も力に な っ て や ろ うと し、また、子 どもに罵倒 された り、社会的地位

や 名声を損わ れ るよ うな こ とが あ っ て も、 そ の 為に決 して立腹 して罰を与える こ とは な い
。

　また子 ど もの た め に い ろい ろ尽 して も、それ を して や っ た と い う恩 きせ が ま しい 意識 を持 っ た り 、

また勿論 それを利養の ため に しよ う とす る気持は さ らき らな い の で あ る 。

　併 しこ れは、単なる 「甘や か し」で な い こ とは、い つ もはや さ し く、い た わ りの ある言葉で 導び く

が、時に あらあら しい 言葉を使 っ て 叱 る こ とがあ る こ と で 理 解 で き る よ う。

　子 ど もは時に 、 親の 沈黙 や 寛容を、その 行為が承認 きれた もの と して理解 した り、 い や それ ど こ

ろか、 こ れを催促す る もの と して 受 け と る こ とが あ る 。 時に は きび しく叱 っ て 、そ の過 ちを繰返 き

して は ならぬ 。

　而 して こ れ は 勿論誤 りを正すた め で あっ て 、決 して た ・
“
瞋りの た め に 叱 る の で は なく、 反 省を求

め 、誤 っ た考えや行為か ら救 わ ん がた め に 叱 り、時 に罰 を与 える の で あ る 。
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　また子 ど もが好 まな い 言葉 で あ っ て も、その 子 の ため に な る こ とで あ っ た ら、あえて こ れ をよ く

話 し、時 に は叱 る こ とも、罰を与 え る こ と もある 。 併 し こ の 叱責が 、 拒否的 な親 の 完全欲で ない こ

とは 、子 ど もの 現在 に於て は勿論、将来 に もその苦悩 を受 けさせ まい とす る真実 の愛情 か ら出て い

る こ とで、よ く理解で き よう．

　か くて 、叱 っ た こ とに よ っ て 、お互 に こ だわ りを生ず る こ とは な い 筈で ある 。

　また こ の ように 、真の 親子 関係 がで きて い れば、素直 に 非 を非 とし、邪 を邪 と叱る こ とが出来 る

の で あ る 。

　 い や 叱 る こ とは、わが子 なればこ そで あ り、こ れ はその子 を受容 して い るす がた で もある tコ

　また 如何なる 子 どもをもよ く信 じ、よく理 解出来 る 、真に よ い 親で あ り度 い と常に つ とめ は げみ、

い か なる子 どもをも愛称をもっ て 呼ん で い るの で あ りまして 、以上 に Prestonの 云 う、所謂真実の

愛情 、 是認 （或は受容〉、

一
貫性 をみ る の で あ ります 。

　そ して こ れこ そ 、 子 どもに真に尊敬され 、 した われ る親の 在 り方で あ りまし ょ う。

　而 して こ の わが子 を呼 ぶ真実の 親の 声 に は 、 名号 に 疑蓋雑わ ら ざる弥陀の 真実大悲があ っ た よ う

に 、 その 子 を信 じ切 っ た親 心がこ も っ て い るの で はない で あ りま しよ うか 。

　而 して 、弥陀の 三心 が疑蓋雑る こ とな き心 に在 り、その み心 がわ れ われ に 至 り届 い て信心 とな っ

た如 く、親の 楽観 的態度 、 す なわ ち い か なる子 どもに対 して もその 自主性 を
一

面 に 於て 認 め て い る

その受容性、これ がその 子 を して、 い つ か は、その 親の 心 を心 とす るに至 らしめる こ とで あろ う。

　こ ・に その 自主性を
一面に於 て認め る とい うこ とは、本文 に於て は引用 しな か っ たの で は あるが、

弥陀 は絶対他 力の 第十八 願の み を誓われ他 を しりぞけた の で はな くて、第十九願の 自力も 、 第二 十
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 われ わ れ

願の 他 力 の なか の 半自力をも認 め られ、衆生の 自力、す な わ ち自主性 、 勿論 それは是正 され、絶対

他 力に 導び き入 れ られ るべ きもの で あ りなが ら、それ を
一

応認め なが ら、真実 の絶対他 力の弥陀の

世界 に 導び き入 れ る の で あ る 。

　ま た法華経
72〕の 譬喩品第三 に は 、仏は 、世楽の 火宅に も似た危 きを知 らざる衆生 に三乗 を説 い て 、

意の 所楽 に随 っ て 遊戯す べ しと方便 し、そ の 自主性 を利用 して導び き出し、遂 に 大乗の 真の 安 らぎ

に導 び き入 らしめ た譬が あ り、 また同 じ く信解品 第四 に は 、 長者窮子の 譬 を説 い て 、我等三 苦を以
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ る

て の 故 に 、生死の 中に於て諸 の 熱悩 を受 け 、 迷惑無 知 に して 小法 に 楽著せ る を知 しめ して 、 便 ち縦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ くた けん じよ

し捨 て られて、諸法の戯論の糞 を躅除せ しめた もうた 。

　こ ・に か くその 自主性 を
一応認め なが ら 、 そ れ を方便利用 して、勤加精進せ しめ 、浬槃に 導び き

入 れ 、心 大 い に 歓喜せ しめた こ とが説か れ て あ る 。

　而 して 、称名 に自 ら嘆仏、懺 悔、発願廻 向、
一

切善根荘厳浄土 の 徳あ りと い うが 、 こ の真実の 親

心 を知 っ て 、その 名を呼ぶ 声 には、自ら親 の 恩徳 を讃嘆す る心 、今 まで の わ が ま ・を懺悔 するす な

お なこ こ ろ、真実 に生 く可 き方向 に 向 う気持 、また こ の 尊 い 気持 をあ らゆる人 々 にす ・め 、そ して

未来 の真実 に して清浄 な生 き方 を約束す る心 が こ も っ て い る こ とで あろ う。

　され ば真実の 親 の在 り方 は、真実 な る愛情 を持 ち、子 どもを信 じ受 け容れ、 い つ で も子 どもに対

して 清浄真実 な る気持 を持 ちつ ・“け、子 どもの 名をや さ し く呼ぶ こ とで あろう。

　 と こ ろ が、そ の 行為を黙認 した り、叱責 した りしな い と 、 時に何 をしで か して もよ い か の よ うに

思 っ た り、殊更 に 悪 しざま なる行 為 に走 る子 ど もが な い わ けで は な い 。され ば と い っ て 、きび しく

叱 る と、泣 い て 叱 っ て い る親の 気持 が わか らず、益 々 そ の親心 に 背 を向 け、遠 ざか っ て 行 く子 ど も
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の あ る こ と は、悲 しい こ とながら事実で ある。

　併 し、その 遠 ざか っ て 行 く子 の うしろ姿 が、や がて 、変 らぬ 大悲の真実永遠の 親心 （仏心 ）に め

ざめ しめて くれる こ とで あろ う。

　而 して こ の 心 の うちに こ そ、子 どもを立派 に社会の お役 に 立 たせ 、真 に満足 を知 る人間 に成 人 さ

せ よ うとす る 、真の 親心 が完成 され て ゆ く こ と で あ りましよ う。

　本文 に引用 の 文献は 、岩田 文庫 に よ る と こ ろ甚大で あり 、 擱筆す る に 当 りその 寄贈者

氏 に 甚深の 謝意 を表 します 。
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